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?要旨
外国語学習の基盤を培 う小学校では,本格的に文法や四技能について
学習する中学校へと円滑に学びをつなげることができるように,適切な
言語環境のもとで外国語活動を実施する必要がある。そのためには,小
学校外国語活動における現行の指導内容の適切性について,一つひとつ
検証しなければならないが,このような調査については未だ十分である
とはいえず,先行研究もほとんどない。しかしこの事実は,このような
目的での研究の必要性を動機づけるのに十分といえる。今後の同主旨の
実践研究に有益な知見を提供 していけるように,本研究でその第一歩を
踏み出すこととした。
本研究では小学校での多 くの外国語活動の中か ら,副教材『 Hi,
friends!1』(2012)にある“What's this?"「クイズ大会をしよう」の単元
を観察対象とした。教材がかわつても繰 り返 し採用されている中心的な
単元である上に,英語母語話者による「違和感を覚える活動がある」と
い う指摘がいくつかあり,発話や文表現に何らかの問題があると考えら
れるからである。
研究背景として『Hi,friends!』での文法の学びについて概観 した。こ
の副教材で扱われる疑問文,代名詞,コピュラ,一般動詞,名詞,形容
詞などの特徴や出現傾向について見ていつた。さらに,“What's this?"
の単元での文法の学びについても調査した。この単元では,指示詞`this'
や不定冠詞など初出の文法事項が一度に出現している上に,多くの新出
単語や同音異義語の学びなど盛 りだくさんな学習内容であつた。また ,
『Hi,friends!』での指示詞の学びはこの単元のみであり,指示詞につい
て指導者が正確に認識 してから指導する必要があることがわかった。
研究については,自然な発話場面の観察や指示詞の調査を実施 した上
で,小学校の外国語活動の適切性を検証するという流れで実施 した。指
示詞は発話の状況と密接な関係があるため,精査は必須である。調査の
結果,`this'=「これ」,`it'=「それ」,`that'=「ぁれ」という認識は正確で
lV
はな く,日本語の指示詞 と英語の指示詞は使用範 囲に違いがあることが
わかつた。「これ」,「それ」,「あれ」の三項対立で近ノ中/遠を表す 日本語
に対 し,英語 は`this'と`that'の二項対立で nearノemoteを表す。心理的
距離の優先度な ど他の面において も,両者 は違いがある。`it'は指示詞 で
はな く,話し手 と聞き手が共通認識 している物 について使用す る人称代
名詞 である。「非直示性」や 「抽象度の高 さ」があ り,幅広 く使用でき
る語である。“What's this?"の自然 な発話場面については,近距離で見
て も対象物が何かわか らない とい う場面や,幼児が知識 を獲得す る時の
会話の場面,発話の裏 に込め られた思いがある場面な どがあった。
上記の調査内容 をふまえなが ら小学校の外国語活動を見てい くと,発
話者 と対象物が遠い距離 にあるに も関わ らず,“What's this?"と発話 し
ているよ うな活動な ど,場面 と対応 していない発話がい くつか見受 け ら
れた。 これは“What's this?"が,近距離のものを指 し示す`this'を使用 し
ているため発話場面が限定 され る性質を持 ってい るのに,単純に 「クイ
ズを出題す る時のフ レーズ」 として使用 した場合,発話 と発話場面が調
和 しない活動がい くつ も出現す るのである。
上記で述べた問題の解決 として本研究では,“What is it?"とい う文表
現の使用 を提案 した。`it'は,話し手 と聞き手が対象物 に対 して共通認識
していれば距離に関わ らず使用す ることができる文表現である。対象物
と発話者が近距離でない と使用できない“What's this?"に対 して ,“What
is it?"は発話 の際に対象物 との距離 を考 える必要がな く,適応範囲が広
い。 さらに“What is it?"は汎用性 が高 く日常の生活で も様 々に使用 され
ていた り, “What time is it?"など似た表現 とも系統性 を持たせて指導
できる。 また音声学 。音韻論的にも, 日本語の母語話者 に とつて難易度
が高い子音結合や, 日本語 にない音素[0]を含む“What's this?"とは異な
り,“What is it?"は,日本語の音声構造 と同 じよ うに「子音」「母音」の
配列 になつてお り, 日本語母語話者 には難易度が低 い。以上の よ うに ,
小学校外国語活動での活用において“What is it?"は,多くの利点を持つ。
なお,活動の形態 としてはまず,発話意欲 を向上 させ るとい う利点が
ある 「クイズ」の活動 を採用 した。 しか し「クイズ」の活動には利点 も
あるが問題点 もある。対象物 について疑間を感 じていない人(出題者)が
疑問文を発話す る,特殊 な状況になって しま う点な どである。そのため ,
自然な発話場面を感 じ取 ることのできる活動 として,物語やスキ ッ トを
利用 した活動 について も採用 した。物語 を利用 した活動では,物語は必
ず文脈があるため,その中での発話 は必然的に 自然な ものにな り得 る。
物語は,%θG」iげ動
“
′ごZ22を活用す ることとした。内容がシンプル
で,繰り返 しが多 く,結末がユニー クなこの物語は,小学生にはぴった
りである。物語を味わ う豊かな活動にもな り,異文化理解 にもつなげる
ことができる。スキ ッ ト活動では,授業 とい う枠内だけでな く,学習者
の 日常生活の中に多 くの発話場面があることに気づかせ られ る。スキッ
トを発表 し合 うこ とによつて多 くの発話場面 を共通認識 できるだけで
な く,仲間 と協力 しなが ら活動す る対話的な学習 にす ることもできる。
このよ うな提案 をもとに学習指導案 を立案 し,公立小学校 5年生を対
象 として実践 した所,実際に授業を した ことによつて見えた意義 と効果
があった。教室内の どこか らで も発話できる“What is it?"は,学習者の
学びの広が りだけでな く,突発的なことに関 して も迅速に対応 できるな
ど指導者の適切な支援 も広げ られ る文表現であることがわかった。物語
やスキッ トを利用 した活動は,物語 を味わった リグループで協力 した り
といった豊かな活動 になつた上に,日常の中にこの文表現の発話の機会
が多 く存在す ることを児童 に感 じ取 らせ ることができた。音声的にも ,
児童 に とつて慣れ親 しみやすい文表現であることがわかった。
本研究では,小学校 で多 く実施 されている“What's this?"とい う文表
現 を使用 した活動 について,その問題点 と解決策を提示 した。 この研究
を第一歩 として,最終 目的である 「小学校 の外国語活動に取 り上げ られ
てい るすべての活動の文法的適切性 について調査・分析す る」 ことをめ
ざし,これか らも様 々な外国語活動について検証 していきたい。
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はじめに
小学校外国語活動が本格的に開始されてから数年が経つた。文部科学省が提
示 した学習指導要領(2008)に基づき,副教材を参考にしながら,指導者は試行錯
誤 しながら授業を実施 してきた。そのような状況のもと,小学校外国語活動にお
いての多くの成果や課題が表出してきた。中でも,小学校・中学校・高等学校と
い う縦のつなが りを意識 した英語指導という視点が大変重要であり,今後の課
題であることが明確になつてきた。これは,高等学校卒業時という公教育におけ
る最終到達地点に向けて,小学校で基盤を作 り,中学校で基本技能を身につけ,
高等学校で内容を深めていくというように,英語指導を「縦のつながり」という
広い視野でみていくという考え方である。そのような考え方によつて学習者は,
同じ系統性を持った言語学習をすすめることができる。特に,基盤を培 う小学校
から,本格的に英語を学び始める中学校との連携の重要性については,小学校と
中学校の現場双方において強く認識されるようになつてきた。
このような,小学校・中学校・高等学校の縦のつながりを見通 した外国語教育
を実施するために不可欠な事項の一つとして,中学校や高等学校だけでなく小
学校においても,英語語法文法に則つた適切な活動の必要性が挙げられる。それ
は,小学生も文法的に正しい英語を話さなければならないという意味ではない。
小学校の外国語活動において,指導者が提示する英語や,児童に発話させるため
に例示された英語などの児童の言語環境が,英語語法文法的に適切でなければ
ならないという意味である。英語の学びの基盤となる部分を,活動の中から感覚
的につかんでいくのが小学校外国語活動であるにも関わらず,その英語の骨組
み自体が間違つていては, しつかりとした基盤が形成されないからである。
では小学校での外国語活動は,英語語法的に適切な活動として実践されてい
るのだろうか。もし適切でない活動があるとすれば,それはどのような点から適
切でないのか。不適切なものにかわる活動にはどのようなものがあるか。その活
動は,小学校で実際に実施可能で効果的なものか。以上のような観点に立ち,本
研究を開始することとした。
最終的には,小学校外国語活動において取 り上げられるすべての活動につい
て,一つひとつ調査・分析するのがめざすところである。しかし,文法面からの
小学校外国語活動の分析に関する文献はまだ少なく,例えば副教材の語彙につ
いては,藤原,仁科,松岡(2010)の「小学校外国語活動における品詞・文法へのコ
ーパス言語学的アプローチ」などがあるが,小学校外国語活動の文表現を,語法
文法面から調査0分析するといつた視点の文献はほとんどない。この事実こそが,
本研究の必要性を動機づけることとなつた。
本研究では小学校での多くの外国語活動教材の中から,副教材の中の単元を
取 り上げることとした。理由としては,学習指導要領を編成 している文部科学省
が作成 したものであり,大半の小学校において実際に使用されていて,小学校外
国語活動における影響力が非常に大きいものだからである。選択 した単元は,
『Hi,■iendd l』(2012)に収められている卿Lat's this?"「クイズ大会をしよう」
の単元とした。これは,『Hi,hendd』(2012)の中だけでなく,その前に配布さ
れた副教材『英語ノー ト』(2009の中にも含まれており,さらに,2020年度の
教科化に向けて文部科学省が編成している「次期学習指導要領に向けたこれま
での審議のまとめ (素案)」 (2016年8月)の中にも含まれている。教材がかわつ
ても繰り返し採用されるのは重要視されているということであり,調査する必
要性の高い単元であるといえる。またこの単元は,英語母語話者や英語言語学者
などから「活動の中に違和感を覚える」という指摘をよく受ける。発話感覚に優
れた英語話者が不自然さを覚える発話や文表現には,何らかの問題があると考
えられるため,精査する必要がある。これらの理由から,この単元を観察対象と
して取り上げることとした。
第一章においては,本研究の研究背景として,副教材『Hi,hendd』での文
法の学びはどのように構成されているか概観する。さらに,“What's this?"とい
う単元における文法の学びや,その学習のレディネスなどについて観察する。ま
た,この単元の基盤となつている「クイズ」という活動の特性についても考察す
る。
第二章では,“What's this?"の文表現が,小学校外国語活動において適切な場
面で発話されているか検証する。検証にあたっては,まず指示詞`this'のはたら
きについて丁寧に調べる。理由は,指示詞は発話場面によつて適切に使い分けら
れていく特性を持つているため,発話と発話場面が適切に調和 しているかを調
査 していく本研究では,指示詞の精査は必須だからである。英語の指示詞は日本
語の指示詞と,`this'=「これ」,`it'=「それ」,`that'=「あれ」というように対応さ
れることが多いが,その対応の真偽について調べながら,英語の指示詞 と日本語
の指示詞の特性について,比較・考察していく。さらに,“What's this?"の自然
な発話状況についても観察 した上で,小学校の外国語活動において,“What's
this7'が適切な場面で発話されているか調査する。これらの検証を通 して,小学
校外国語活動での“What's this7'の単元の問題点をはっきりさせていく。
第二章ではその問題点を解決するための新 しい提案について記述する。使用
場面が限定される卿Lat's this7'とい う表現のかわりに獅Lat is比7'を取 り上げ,
具体的な実践を提示する。この文表現の採用理由を述べるとともに,「クイズ」
の活動では解決できない問題点を解決するための,物語やスキットを使用 した
活動についても提案する。それらの活動の有益性 と,付随して生じる教育的効果
についても述べる。机上の空論にならないため,学習指導案の形で提案するとと
もに,その指導案をもとに公立小学校で実践 したことによって見えてきた,これ
らの活動の意義と効果についても記述する。
第1章 研究背景
1.1『Hi,hendd』における文法の学びと卿Latt this7の位置づけ
小学校では20H年より外国語活動がスタートした。その当時の副教材として
『英語ノート1』,『英語ノート2』が発行され,その後『Hi,hendd l』,『Hi,
hends!2』に引き継がれた。これらは, 日本の小学校外国語活動における中心
的な教材として,多くの小学校で使用されている。日本英語検定協会の「小学校
の外国語活動及び英語活動等に関する現状調査」(2013)によると,『Hi,hendd』
の小学校5,6年生での使用率は実に90。8%にまで達している『ヽHi,hendd l』
は5年生が標準履修学年になつていて9単元あり,『Hi,hends!2』は6年生が
標準履修学年で8単元ある。本研究で中心に分析していく“What's this?"を取り
扱う単元は,『Hi,缶iends!1』の中のLesson7であり,単元名は“What's this7'
「クイズ大会をしよう」となつている。
本節ではまず,『Hi,hends!1』『Hi,hends!2』の文法の取り扱いについて
全体を概観していくため,文部科学省発行『Hi,hendd指導書 1』 (2012),『Hi,
缶iendd指導書 2』 (2012)をもとにして,それぞれの単元でどんな文法形式が取
り扱われているか表にまとめる。その表を参照しながら,文法的に特徴のある内
容についていくつか取り出して記述する。そして,本研究で扱う“What's this7'
の単元の文法学習におけるレディネスや,この単元における文法の学び,その学
びがその後の単元でどのようにつながっていくのか観察する。
なお,表の中の単元名や文表現,単語については,『Hi,henddl指導書』,
『Hi,hendd2指導書』のはじめにある目次のページの部分で扱われているも
のを採用した。表中の,星印がついているものは初出事項である。その単元で中
心に取り扱う文表現であると筆者が判断したものについては,「主要英文」とし,
下線をつけている。
表1『Hi,mends!1』の文法事項一覧
単元名 言語表現に関連する
文法事項
主要英文と,主な単語
1 Heu。!
世 界 の い
ろ い ろ な
言 葉 で あ
い さつ し
よう
☆WH疑問文鮨ha0
☆定型句(慣例表現)
☆コピュラ文(指定文)
☆疑問詞鮨ha0
☆コピュラ2
(現在形。二人称単数)
☆名詞(単数形)
☆人称代名詞(所有格 ,
一人称0二人称単数形)
☆間投詞
☆短縮形
☆ⅦЪat's your name?
☆Thank you。ノGood bye.
☆My nameis～.
☆what
☆is
☆name
☆mtt your
☆hen。
☆what's
2 I'Ill happy.
ジェスチ
ャー をつ
けてあい
さつ しよ
う
☆WH疑問文(how)
☆定型句(慣例表現)
☆コピュラ文(措定文)
☆疑問詞(how)
☆コピュラ
(現在形。一人称・二人称単
数,短縮形)
☆人称代名詞(主格 ,
一人称。二人称単数形)
☆形容詞
短縮形
☆How are vou?
☆How are you?
☆I'm ttne.
☆how
☆are
am(I'm=Iam)
☆I,you
☆負ne,happy
I'In
3 How
many?
☆WH疑問文 (how many)
☆名詞(複数形)
☆How manY?I
☆pencils,dogs,cats
いろいろな
ものを数え
よう
疑問詞(how)
数量詞(名詞)
数量詞
how
one,two,three,twenty
many
4 I like
apples.
好 き な も
の を伝 え
よう
☆一般動詞の肯定文
☆一般動詞の否定文
(don't)
☆yes,no疑問文
(一般動詞を使用 した
疑問文)
☆一般動詞(他動詞)
☆助動詞do(donり
☆副詞 しes,no)
名詞(複数形)
人称代名詞(主格 ,
一人称・二人称単数形)
短縮形
☆I hke apples。
☆I don't like bananas.
☆Do vou like baseban?
☆Yes.I do.
No.I don't.
☆like
☆do(don'0
☆yes,no
apples,bananas
I,you
don't
5 What do
you like?
友 だ ち に
イ ン タ ビ
ュ ー し よ
う
☆WH疑問文鮨hat～)
KWhat+名詞 ～)
一般動詞の肯定文
疑問詞鮨hat)
一般動詞(他動詞)
助動詞 (do)
名詞(単数形)
名詞(複数形)
人称代名詞(主格 ,
☆What do vou hke?
☆What animal(co10ro iuit)
do vou like?
I like rabbits(red,soccer9
bananas).
what
hke
do
anilnal,color9 1buit,
rabbits,bananas
I,you
一人称。二人称単数形)
6 vrhat d。
you want?
ア ル フ ァ
ベ ッ トを
さがそ う
☆WH疑問文綺hat)
☆副詞
☆定冠詞
疑問詞
一般動詞(他動詞)
助動詞 (do)
名詞(単数形)
☆What do vou want?
☆please
☆the
what
want
do
card
7 What's
this?
ク イ ズ 大
会 を し よ
う
☆WH疑問文鮨hat)
☆指示詞Chis)
☆人称代名詞(主格 ,
二人称単数)
☆不定冠詞
コピュラ文(指定文)
疑間詞
コピュラ
(現在形0二人称単数)
名詞(単数形)
☆ⅥЪat tヽhis?
☆this
☆it
☆a
lt's a piano。
what
is
plano
8 I study
Japanese.
「夢の時間
割」を作 ろ
う
☆前置詞
WH疑問文
疑問詞
動詞(他動詞)
助動詞(do)
名詞
人称代名詞(主格,一人
称。二人称単数形)
☆on
What do you study on
Tuesday?
what
study
do
math,Mondayp Tuesday
I,you
9 What
would you
like?
ラ ン チ メ
ニ ュ ー を
作ろう
☆法助動詞鮨ould)
WH疑問文鮨ha0
疑問詞
動詞(他動詞)
名詞(単数形)
人称代名詞(主格,一人
称・二人称単数形)
不定冠詞
短縮形
☆would
What would vou like?
what
like
hamburger
I,you
?
?
?
?
?
表2『Hi,士iends!2』の文法事項一覧
単元名 言語表現に関連する
文法事項
主要英文と,主な単語
1 Do you
have“a''?
ア ル フ ァ
ベ ッ トク
イ ズ を 作
ろう
☆一般動詞(have)
一般動詞の疑問文(do)
助動詞(do)
副詞しes,no)
人称代名詞(主格,一人
称。二人称単数形)
短縮形
☆have
Do vou have“a"?
鯨 文通 り)
Yes.I doo No.I don't。
do
yes,no
I,you
don't
2 恥 en ls
your
birthday?
友 だ ち の
誕 生 日 を
☆WH疑問文
“
ぬeD
☆疑間詞(wheD
☆名詞(序抑
コピュラ
(現在形。二人称単数)
☆V「hen is vour birthdav?
☆when
☆eighteenth
lS
調べよう 名詞
人称代名詞(所有格 ,
一人称。二人称単数形)
birthday9 March
myノyour
3 I can
SWlIIl.
できること
を紹介しよ
う
☆法助動詞(caDの
疑問文と返答
☆法助動詞 (caD
☆動詞(自動詞)
人称代名詞(主格 ,
一人称。二人称単数形)
副詞
短縮形
☆Can vou cook?
☆Yes.I can.
No.I can't.
☆can
☆swlm
I,you
yes,no
can't
4 Tbrn right.
道案 内 を
しよう
☆WH疑問文缶ぬere)
☆疑問詞鮨here)
☆命令文
コピュラ
(現在形。3人称単数)
動詞(自動詞)
名詞(単数形)
副詞
定冠詞
☆ Vヽhere is the school?
☆where
☆Turn right.
is
go,turn
school,right,let,
straight
the
5 Let's go
to ltaly.
友 だ ち を
旅 行 に さ
そお う
☆WH疑問文鮨here)
☆疑問詞缶here)
☆前置詞Cめ
命令文(letり
☆Where do vou wantto
d
☆where
☆to
☆Let's go to ltav
Let's go!
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動詞(自動詞)
動詞(他動詞)
助動詞(do)
名詞
人称代名詞(主格 ,
一人称。二人称単数形)
(人称代名詞(目的格))
短縮形
go,CeD
want,(le0
do
ltab;France
I,you
(let's=let us)
let's
6 What time
do you
get up?
一 日の 生
活 を紹 介
しよう
☆WH疑問文
(What+名詞 疑問文)
☆前置詞(up,a0
疑問詞
一般動詞(自動詞)
助動詞 (do)
名詞(単数形)
数量詞(名詞)
人称代名詞(主格,一人
称。2人称単数形)
前置詞
☆恥 attime do vou ttt
亜
up,at
what
get,go
do
tiIIle
seven
I,you
7 We are
good
■iends.
オ リジ ナ
ル の 物 語
を作ろう
☆人称代名詞(主格 ,
一人称複数形)
☆形容詞
☆等位接続詞
コピュラ文(措定文)
コピュラ
☆we
☆good,strong,brave
☆strong and brave
We are eЮod■iends.
We are strong and
brave.
are
(現在形。一人称複数)
名詞(複数形) ■iends
8 What do
you want
to be?
「夢宣言」
をしよう
☆コピュラ(原形)
WH疑問文←ぬat)
疑問詞鮨hat)
動詞(他動詞)
助動詞(do)
名詞(単数形)
代名詞(主格,一人称・
二人称単数形)
前置詞
不定冠詞
☆be
What do you wantto be?
what
study
do
slnger
I,you
??
?
?
上記の表から,副教材における文法事項の特徴を見ていく。まず,人称代名
詞は,基本的に一人称と二人称を中心とした扱いである。二人称については,
ものを示す`it'のみに限定され,人物を表す二人称は使用されていないというこ
とがあげられる。この事実から,「私」と「あなた」とが「私の情報」と「あ
なたの情報」とを交換していくという形式が,活動の中心に置かれていること
がわかる。また,動詞の時制はすべて現在形で出現しており,「今,現在,こ
こ」での情報を交換し,交流していくことが小学校外国語活動の基盤であるこ
とがわかる。つまり,「話し手」「聞き手」以外の人についての会話や,経験し
たことなど過去の事柄についての会話などは,小学校外国語活動の活動範囲外
になる。そのため,活動における場面設定はかなり限定されるということがわ
かる。さらに,多くの単元の中心となる使用表現が,疑問文とその返答になっ
ていることも挙げられる。全17単元中,yes,no疑問文の使用が3単元,WH疑
問文の使用が13単元とその大半を占めている。このことから『Hi,hendd』
での活動は基本的に,疑問文と受け答えを軸にしているということがわかる。
次に,本研究で中心的にとりあげるLesson7“What's this?"「クイズ大会を
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しよう」の単元における,文法的事項がどうなつているかについて,詳細にみ
ていく。卸Lat's this?"という文表現は,`what',.is',`this'という二つの語で形
成されていて,短縮形を含むWH疑問文である。疑問詞`what'についてはすでに
“What's yollr name?"“What do you like?"“What do you want?"の三つの文表
現において出現している。二つとも聞き手に関する情報に対 して尋ねる文表現
であり,聞き手以外の何かについての情報について尋ねる“What's this?"は,
少 し性質の異なる会話になる。`what'は,Lesson 7以降にも多く出現する。例
えばLesson8での“What do you study on Tuesday?"をはじめ,“What would
you hkeT“What tilne do you go to bed?''``What do you wantto be7'といった
文表現を学んでいくこととなり,`what'を含んだWH疑問文については,繰り返
し学習する機会が保証されている。
学習のレディネスがあるものとしては,コピュラの二人称単数現在形`is'や短
縮形`'s'の学習についても,すでに卸Lat's your name7'で出現している。 しか
し強勢がおかれない語である上に,小学校外国語活動では,文表現は一つのま
とまりとして認識されることが多いので,`is'や短縮形`'s'を,以前出現したも
のと児童が感 じ取れるかどうかは疑間である。`is'については,その後も
``When is your brthday?''``My birthday is ～."“Where is the school?''などで
出現している。
注意すべきは,『Hi,hendd』の主要英文において,指示詞はこの単元だけ
の取り扱いになつている点である。しかも,指示詞の扱いはほとんど` this'のみ
である。この単元以外の指示詞の出現は,`this'では,“Thisis MEr'(原文通
り)と記述されているページや,音声教材での節Lat's this?",“This is～."と
いった形に限られる。`this'以外の指示詞は,音声教材の中でわずかに“That's
OK!"(2回),“What's that?"(1回)の形で出現している`that'のみである。この
ことから指導者は,この単元での指示詞の取り扱いについて注意深く丁寧に行
わなければならない。そのためには,事前に指示詞の特性について正確に認識
しておく必要がある。また,指示詞は発話場面によつて適切に使い分けられる
という特性を持つため,発話と発話場面が調和しているかを調査していく本研
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究では,指示詞の精査は必須である。そのため指示詞については,第二章で丁
寧に調べていくこととする。
1.2`¶伍配s thi87単元の目標と,活動の内容・特性
文部科学省発行の『Hi,hendd指導書』の中に記述されているこの単元の
目標は,①ある物について積極的にそれが何かと尋ねたり,答えたりしようと
する(コミュニケーションヘの関心・意欲・態度),②ある物が何かと尋ねたり,
答えたりする表現に慣れ親しむ(外国語への慣れ親しみ),③日本語と英語の共
通点や相違点から言葉の面白さに気付く(言語や文化に関する気付き)である。
この目標を,前節の分析をもとに英語語法文法の視点から観察していく。
まず,一つ日の目標「ある物について積極的にそれが何かと尋ねたり,答えた
りしようとする」という,「コミュニケーションヘの関心・意欲・態度」の観点か
ら見ていくと,ここで使用されている “What's this7'という文表現の発話の動
機は,他の単元での`what'を含む文表現とは違うことがわかる。前節で述べた通
り` what'を含む他の文表現では全てが,聞き手に関する情報について尋ねている。
しかし“What's this?"においては,聞き手以外の何かに関する情報について,そ
れが何であるかを語るという形をとる。相手の情報を知りたいという気持ちは
コミュニケーションの根幹の部分にあたるため,基本的に発話の動機は高くな
りやすいが,この単元では,発話の動機を保つための設定場面の工夫が常に必要
である。
二つ目の目標「ある物が何かと尋ねたり,答えたりする表現に慣れ親しむ」と
いう,「外国語への慣れ親しみ」の目標を達成するために,より多くの事物を活
動の中に取り入れようとしている。しかしそのために,この単元は他の単元と比
べて新出単語が圧倒的に多い。副教材における本単元の新出単語は,指導書によ
ると以下の通りである。
(1)triangle,ish, recordeL shoe, notebook, eraseL glove,bird, textbook,
piano,mat,bat,cap,map,rulett globe,tomato,tying pan,cup,
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Πlicroscope,eggplant,■oweL guitat pineapple,sunttowe■stari h,nice
この新出単語の量をみてみると,児童の負担が非常に大きいことが容易に予測
される。これらの単語を,活動の中で使えるようにしようとするならば,単語の
慣れ親 しみの時間をかなりとる必要が出てくる。また,この新出単語の中には
`microscope'など難易度の高い複合語があつたり,`shoe'や■sh'など,単数形・
複数形についても配慮 した方がよい単語があつた りする。また,`eraser'や
`eggplant'など不定冠詞が`an'になる語や,固有名詞で`a'をつけない`Peach
boy'(桃太郎)などがあり,児童の学習内容を一層増や してしまう結果となつてい
て,混乱を招く危険性も生じている。
二つ日の目標,「日本語と英語の共通点や相違点から,言葉の面白さに気付く」
とい う「言語や文化に関する気付き」とい う点からも問題が感 じられる。下記
(2)a―bにあるように,指導書では次のような記載がある。
(2)ao globe(地球儀)の発音は日本語での野球の「グローブ」の発音に近く,
glove(野球のグローブ)の実際の発音とは違 う。また,bat(野球のバット
とコウモ リ),eraser(消しゴムと黒板消し)など, 日本語と同様に,同じ
発音で違 うものを表す語 (同音異義語)がある。それ らに触れて日本語と
英語の類似点から言葉の面白さに気付かせる。
(2)b.イギリス英語では消しゴムのことをrubberと呼ぶ。また文房具には,ホ
ッチキス(英語ではstapler),シャープペンシル(mechanical pencil)ボ
ールペン(ball―point pen)など,普段使つている用語に和製英語が多く
あることにも触れたい。
文部科学省(2012)。『Hi,friends!1指導書』東京書籍。(pp.30-31)
と記述されており,似た発音に対する気付き,同音異義語に対する気付き,アメ
リカ英語とは違う英語表現への気付き,和製英語の存在に関する気付きなど,多
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くの気付きについて取り扱うように設定されている。これらのことから,新出単
語に慣れたり言語の面白さに気づいたりすることに多くの時間をかける必要が
あり,コミュニケーション活動の時間が少なくなることは想像に難くない。
では実際の外国語活動はどのような活動の流れで,どのように日標を達成す
るのか。文部科学省が提示している「“Hi,hends"関連資料 学習指導案 Hi,
hends!l Lesson7」(2012)から,本単元における全四時間の流れをみていくこ
ととする。第一時では『Hi,friends!1』などを使用したりしながら,“What's this?"
の表現や,いろいろな身の回りのものの英語の表現に慣れ親しませる。「クイズ」
という形式を中心として,下記の(3)のページでのイラストを使用したりしなが
ら多くの新出単語と出合う。
(3)『Hi,■iends!1』Lesson7“What's thisγ'Op.26‐7)
第二時では,シルエットクイズ・漢字クイズ・スリーヒン トクイズ 0パズルクイ
ズを行い,さらに“What's this?"の表現に慣れ親しませる。 ((4)を参照)
1』 Lesson7“What's this?"6p.30‐31)(4)『Hi,■iends!
…
…
・ ゎ  
｀  11
―
も?，，?
?
二｀14いみ。
‐   ~,ヽ4 ′′ ら
,´ 日・ ト´メT樹
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第二時では,ブラックボックスクイズ・背中の絵は何?クイズをして,児童も積
極的に “What's this?"の発話ができるように支援しながら,次の第四時で実施
するクイズ大会に向けて,グループで準備をさせる。最終達成目標の第四時では,
児童に“What's this?"“It' ～."という文表現を使用させながら,質問者になった
り解答者になつたりして自分たちでクイズ大会を開催させる, というのが全体
の流れである。違うクイズを使用したりすることはあるが,基本的には多くの小
学校がこの流れで活動している。「クイズではじまリクイズで終わる。」というよ
うな,ほとんど全てが「クイズ」という活動に終始していることがわかる。
この単元で多く扱われている「クイズ」という活動は,どのような特性を持っ
ている活動なのか。「クイズ」の定義や特性についてみていくことにする。『広辞
苑第五版』によると,クイズとは「問題を出して,相手に答えさせる遊び。また,
その問題.」 (新村,1998)とある。この定義をもとにして,「発話の意欲」につな
がる「クイズの面白さ」とは何か考えてみる。「クイズの面白さ」とは,「問題を
出題する面白さ」「出題するべき問題を作成する面白さ」「問題を解く面白さ」の
三点ではないだろうか。しかも,解答者にとつての最適な難易度の問題は,「問
題の面白さ」をさらに倍増させることができる。
さらに「クイズ」は,出題者と解答者という存在が必ず含まれている対話的特
性を持つ活動であり,コミュニカティブな活動を目指している小学校外国語活
動に適切な活動であるということができる。
以上が岬Lat's this7'単元の目標と活動内容や特性である。次節では,本単
元での“What's this7'の発話と発話場面が適切に対応しているのかを見ていく
ため,“What's this?"の自然な発話場面や,発話場面に密接な関係がある指示
詞のはたらきについて調べていく。指示詞については,一般的に日本では
`this'=「これ」,`it'=「それ」,`that'=「あれ」のように対応させているが,外国
語における指示詞の選択は母語の対訳の影響が大きいので,次節ではこの対応
関係の真偽について調べていくこととする。
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第2章  語法・文法的視点における,郷Latt thisイの取り扱い
2.l this'〓「これ」,■'=「それ」,`thar=「あれ」とい う認識の真偽
英語の指示詞と日本語の指示詞の対応関係を考える時,前述 した通 り日本語
母語話者の一般的な認識は,`this'=「これ」,`it'=「それ」,`that'=「ぁれ」であ
る。 日本における英語学習の初期,中学校 1年の早期の段階でこのような指導
が行われており,多くの日本語母語話者が特に疑間を感 じることのない対訳で
ある。`this'=「これ」,`it'=「それ」,`that'=「あれ」の対訳は完全に一致 してい
るのだろうか。
この疑間に対して新村(1992)が以下のような調査を実施 している。`this',`it',
`that'が含まれる英文と「これ」,「それ」,「あれ」が含まれる日本語文を作成
し,指示詞の部分を空所補充するという形で,英語母語話者と日本語母語話
者が解答する。ここで新村は,英語母語話者と日本語母語話者の解答に違い
があることを指摘 した。例えば次の(5)の例である。
(5)Brenda:TOmomi,how old are you?
Tomomi( )'s a personal questioJ●.40
空欄に何が入るのかとい うことに対 して,英語母語話者は100%全員が`that'を
選択 した。一方 日本語母語話者では,英語学習上級者でも`that'が47%しかお
らず,■'を選んだ人が40%もいた。英語母語話者の解答 とは,はつきりと違
う傾向を示している。なぜこのような違いが出たのだろうか。それは, 日本語
母語話者が(5)の文章を頭の中で和訳 して解答を出したが, 日本語と英語の指示
詞の使用場面にずれがあつたために誤答を選んでしまったという可能性が高
い。(5)の問題を日本語訳 して, 日本語の表現として考えてみたい。((6)参照)
(6)Brenda:ともみ,何歳ですか?
Tomomi(  )は個人的な質問です !
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空所を日本語で補充するなら「それ」が一番自然であるが,「それ」は`it'と対
応していると認識しているために,(5)の問いに対しでit'を選んだ人が多かった
のではないかと考えられる。この結果から, 日本語の指示詞と英語の指示詞の
使用場面にはずれがあることがわかる。
日本語の空所補充問題ではどうだろうか。こちらも同様に,英語母語話者と
日本語母語話者の解答に,いくつかの異なる傾向がみられた。例えば二人が並
んで座り,家族の写真を見せているという設定の空所補充問題である。
(7)ひろし:あ,この人はきつと妹さんでしょう?とてもよく似ている。
あき子 :ええ,そう。
ひろし:妹さんの後ろの(  )人は?0.48)
ここでは日本語母語話者全員が「この」を選んでいる。しかし英語母語話者
は, 日本語学習上級者でも「これ」を選択した人は60%しかおらず, 日本語学
習中級者ではたつた6%しかいなかつた。
このように, 日本語と英語の指示詞は互いに適応範囲が違うため,`this'=
「これ」,`it'=「それ」,`that'=「ぁれ」のような単純な対訳は,不正確な理解や
誤つた英語表現を導き出してしまう危険性がある。次節ではさらに,英語の指
示詞と日本語の指示詞のそれぞれの機能について,具体的なずれの現象につい
て比較・考察していくこととする。
2.2日本語の指示詞と英語の指示詞の使用場面の違い
日本語の指示詞は「コ」ではじまる指示詞,「ソ」ではじまる指示詞,「ア」
ではじまる指示詞の三系列からなつている。日本語母語話者は無意識にそれら
を使い分けており,小学校の学齢期児童でも無意識にほぼ正確に使いこなすこ
とができる。この日本語の系列について神尾(1990)は,「コ」を含む語が話し手
に近い領域,事物,方向などを,「ソ」を含む語が聞き手に近い領域,事物,
方向などを,さらに「ア」を含む語が話し手からも聞き手からも遠い領域,事
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物,方向などを指示するとしている。さらに神尾は英語の指示詞について,英
語の指示形態素がthis'と`that'に代表され,それぞれが指示領域を三分する働
きを持ち,聞き手のなわばりは存在 しないと述べている。つまり,聞き手のな
わばりにある事物に対 して「それ」を使用する日本語の指示詞体系に対 して,
英語は,話し手からの距離の遠近によつでthis'か`that'を選択し,「聞き手」は
指示詞の選択には関与していない。広田(2002)はこのことについて, 日本語は
近/中/遠に区分されるが,英語はnear/remoteで使い分けていると述べてい
る。つまり, 日本語の指示詞は「これ」,「それ」,「あれ」の二項対立であるの
に対し,英語は`this',`that'の二項対立であり,同じ発話状況においても指示
詞の選択には日本語と英語でずれがあるということである。`it'については後に
詳しく述べることとするが,`this',`that'のように指示詞ではなく人称代名詞
であり,文章での役割は,指示詞である`this'や`that'とは異なるのである。
さらに,指示詞の選択に心理的距離が及ぼす影響が, 日本語の指示詞 と英語
の指示詞では異なっている(白谷,1995)。英語の指示詞は,心理的距離が遠け
れば物理的距離が近くても`that'が用いられ,逆に心理的距離が近ければ物理的
距離があつても`this'が用いられることがある。
次の(8)のニコママンガの例でも,これを裏付けている。
(8)
``We're going to be gone fbr a while
so we want you to guard the house."
“No,this ouse..."Op.106‐107)
(Schulz,C.谷川俊太郎訳 (2015).寮力θ″フアω2σ
“
力Ctbn"ぜ' をもとに作画)3
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(8)は,ペットの大と飼い主の会話である。飼つているペットの大が,自分の
大小屋の上に座つている所に,飼い主の男の子がやつてきて“We're going to
be gone for a while so we want you to guard the house."と発話 し,家の見張
りを大にお願いする。それを聞いた大は,すぐそばにある自分の大小屋をガ
ー ドしようとするが,飼い主は,大小屋ではない方向を指さして,“No,this
house."という。距離としては目の前にある大小屋の方が近く,飼い主の家の
方が遠 くにあるが,飼い主にとつては自分たちが住んでいる家は心理的に近
いものであるから,“this house"と表現 したのである。
さらに, 日本語では話 し手が指示物にふれていれば必ず 「コ」ではじまる指
示詞が用いられるが,英語では同じ状況下でも`that'が用いられ得ると白谷は
述べている。この例として白谷は,女性がソファで本を読みながらその内容
について,“MMMMM.¨That's interesting。"と独 り言を言つているイラス トの
例を紹介 している。 日本語では自分が今持っているもの,触つているものに
対 して「あれ」,「それ」を使 うことはなく,常に「これ」を使用する。この
ことから,英語は,物理的距離よりも心理的距離が優先され,指示詞の使い
分けの自由度がかなり高いことが分かる。一方 日本語は,指示詞を選択する
にあたつて物理的距離がかなり優先される言語であることがわかる(白谷 ,
1995)。
また,湯本(2009)は視覚や聴覚,嗅覚などとthis/thatとの関連について言
及している。
(9 Where's that smen coming ttom?0.73)
日本語の場合は,話し手が匂いのある空間にいる場合は,「この」を使用して
「このにおいはどこから来るの?」 と表現するが,英語の場合は`that'を使用
し,(9)の例文のように表現する4。
本節では,様々 な部分において日本語の指示詞と英語の指示詞に違いがある
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ことがわかった。次章では, 日本語の指示詞 「それ」と人称代名詞`it'を比較 し
ながら両者の使用場面の相違点を見つけ出し,それぞれの機能を明確にする。
2.3 `it'のはたらき
本節では, 日本語の指示詞 「それ」と対応されることの多い■'について,両
者を比較 しながらそれぞれのはたらきの相違点について見ていく。
`it'は,指示詞`this',`that'の使用法とは違って人称代名詞 としての働きを持
つており,話者 と聞き手が共通認識 しているものに対 して使用する。例えば以
下のような場合である。
(10)Kota:India is famous for curry,right?
Deepa:Yeso We usua■y at tt With Our ingers.
(『NEW HORIZON l』p.60,2016)
Kotaの発話を受け,Deepaは`curry'を`it'で表現している。このような使用
は, 日本語の「それ」も同様に「私たちはいつも,指を使ってそれを食べま
す。」というように,前に述べた文脈を受けて「カレー 」を「それ」と表現で
きる。`it'を「それ」と単純に対訳してしまいがちになるのは,このように「そ
れ」と■'が対応している例が存在するからである5。
しかし,「それ」など日本語の「ソ」ではじまる指示詞には,「聞き手」の領
域にあるものに対する指示の用法を持つが,`it'はこの用法を持たない。これは
大変大きな違いといえる。聞き手の領域については,神尾(1990)が示す以下の
ような例を見ていこう。
(11)X:この本捨てていいよ。
Yえ,その本捨てちゃつていいの?0。145)
Yの立場から見ればXは聞き手であるが,本は聞き手Xの手元にある。このよ
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うに,聞き手が手に持つているものや近くにあるものを「聞き手の領域の中に
あるもの」とみる。 日本語は,「聞き手の領域」にあるものに対 しては,「ソ」
ではじまる指示詞を使用 して,(11)の例 ように「その本」と発話する6。 これ
が,聞き手領域のものに対する指示であり,「それ」も同様のはたらきを持つ
ている。 しかし英語には,このような聞き手の領域という認識がない。話 し手
と対象物が近ければ`this'を使用し,遠ければ`that'を用いるのが原則である。
また 高橋(2002)は,■'は本来的に「非直示性」や 「抽象度の高さ」を持つ
ていて,指さすような機能を持たないので,特定の場面を超えて幅広い対象も
網羅することができると述べている。■'は,`this'や`that'のように距離に左右
されることがなく, しかも,直接的に具体物を指 し示すような場面でない時で
も使えるので,幅広い使用範囲を持つていることがわかる。
2.4¶Ltts thisTの自然な発話場面の状況
人称代名詞`it'のはたらきや, 日本語の指示詞 「これ」,「それ」,「あれ」と英
語の指示詞 `this',`that'の特性の違いについて見てきた。本節では,指示詞
`this'を使用した文表現“What's this?"が,どのような場面で発話されているの
か, 自然な発話状況を見ていくこととする。教科書。書籍・コミック・映画や ,
英語母語話者への間き取 りなどをもとにして,自然な“What's this?"の発話場
面を調査 していくと,例えば次のような使用場面が見られた。
まず,その対象物が本当に何なのかわからない場合の発話である。今まで生
きてきて培つてきた知識をもつてしても,近くで見ても,そのもの自体が何か
がわからない時に発話する。 しかし,今までに蓄積された知識を使用 し,至近
距離で見ても認識できないものとい うのはかなり限定されている。例えばSF
系の映画などでは,見たことがないものや未知のものなどを扱 うことが多いた
め,他の場面よりはこのような発話が存在 しやすい。(12)は,Sιar Ⅳ籠s′
恥 ο″ Иル ″J″θ″(1977)の一場面である。女性の映像が突然出現 して
語 り始めたので,男性が驚いて卿Lat's this?"と発話する場面である。
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(12)Luke:Well,my little ttiend you got somethingjammed in here real
goodo Were you on a Starcruiser or―
(この時突然女性の立体映像が出てくる。)
Leia:Help me,Obi"Wan Kenobi.Yoぜre my only hope.
Luke:What's this?
また,中学校の英語の教科書でも同様の発話が見られる。
(13)
Taku:Here you are,Tina.
Tina:ヽVhat's this?
Taku:It's yollr sCh001 badge.
(『COL■IMBUS 21 1』,p。40,2016)
教室で,アメリカからの転人生TinaにTakuが学校の校章を手渡す。それを
見てTinaが“What's this?"と発話 している。アメリカから来たばかりの現在の
Tinaにとつては,異文化にあふれる日本は,わからないものがたくさんある場
所であり,“What's this?"が使用される場面は何度かあるだろう。中学校の英
語の教科書では六社中四社が “What's this7'を使用 しているが,いずれもこの
ような異文化にふれた時の発話である。
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また,幼児と大人との関わりの中で生じる発話もある。大人から幼児に対する
発話の場合は,「これは何(とい う名前か知つている?)」とい うように,幼児の
知識を確認 したり,知識を与えたりする時に使用する。幼児から発話される場合
は主に「これは何(という名前)?」と,その事物の名前を大人や年長者に尋ねる
時である。この使用状況の例として,(1のを見ていこう。
(141
“What's this?''  ``It's a pen.''
(陳琳,Printha,E.『英語』(2006).Foreign language teaching and research press.
をもとに作画)
男の子は,近距離にある対象物 「これ」が本当に何なのかわからなかつたので
“What's this?"と発話 している。このような発話は,「物の名前を知 りたい」「そ
の物が何か知 りたい」というように,ものの名前や用途を知ろうとする好奇心に
あふれる幼児の発達段階においては,自然で自発的なものである。大人から幼児
に,知識を与えたり確認 したりする場合も,幼児の好奇心を刺激する発話になり
うる。
ただ,大人からの発話の場合,“What's this?"は疑問文であるにも関わらず ,
疑間に思つていない人が発話 している。これはかなり特殊な発話状況といえる。
さらに,「近距離にある対象物について,そのもの自体はわかつているが ,
その奥に潜んでいる意味が理解できない」という場合もある。白谷(1995)は,
女性が男性の部屋で他の女性の写真を見つけて“What's this?A woman's
picture on Jiggs's desk!Oh!I'1l f破him。.."と発話 している例を紹介 している。
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単純に言えば,“What's this?"の答えは“It's a picture."である。もちろん彼女は
そんなことはわかつている。わかつていないのは 「なぜその男性の部屋に,女
性の写真があるのか。」とい うことである。この発話状況は,特定の人への非
難や怒 り,説明を求める気持ちなど何らかの発話の意図を含んでいることが多
い。独 り言の発話としてもよく見られるのが特徴である。
以上のように,“What's this?"にはいくつかの発話パタンがあることがわか
った。前節までで見てきた英語の指示詞のはたらきや,本節での“What's
this?"の自然な発話場面の状況をふまえながら,小学校外国語活動において
“What's this?"が適切な場面で発話 されているのか,調べていくこととする。
2.5小学校外国語活動における“What's this7'の発話と活動内容の整合性
副教材に含まれる“What's this?"を扱 う単元においては,書籍やインターネ
ットのサイ トなどでも数多くの実践記録や指導案,指導のアイデアなどが提案
されている。これらについて,前節までで見た自然な発話状況や英語の指示詞
のはたらきをもとにして,“What's this?"が適切な場面で発話されているのか
調査 していつた。
結果としては,文の意味に合わない活動が存在 していることがわかつた。最
も目立った問題点は,thisんhatの選択の誤りであつた。例えば(15)の例のよう
な,「ブラックボックスゲーム」などの名称で知 られている,箱の中身を見る
ことなく手探 りで当てるゲームでの発話場面である。
(15)
(直山木綿子編。著 (2009).『小学校新学習指導要領の授業 外国語活動実践事例
集 1』ノlヽ学館 をもとにイラストを作画)
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見ている児童は,明らかにその「当てる対象物」から距離があるので,近距離
のものを指し示す`this'は使用できないが,“What's this?"と発話 している。この
ような発話は,児童に誤つた文表現の運用をさせてしまうことになる。「ブラッ
クボックスゲーム」での,このような発話の誤 りは多くの指導事例にみられる。
(16)の例のように,文部科学省発行の「“Hi,■iends"関連資料 学習指導案」(2012)
の中にも見られる。0.0
(16)
__」__ …¨___―‐‐―¨ ‐―‐‐¨ ―¨―‐‐‐‐………………L____………¨ ………¬:…… … … … … … … … … … ¨ … … ― … … … … ― ‐ … …
【プラックボックスクイズσ)進め方l
.0ブラックボックスの中11,触つても危険でない物をノ0しる
.0代表児童が,ボックスに手を入れ,物に触つて,それが何か当てる
Эほかの児童|ま,Ⅵ鴨rs tts?と■ね,イヽ表児童は,何カサ)からない場合にHillt:pleぽ.とヒントを求める わか
つた場合は,Im_ It's～.と答え´を言う,
3ヒントを求y)る「:い方Hint,plea∞.や,答えがわ力つたときび)言い方IknOwなどの言い方を紹介1‐る
‐―‐―‐―‐―‐‐…‐‐‐―‐…‐…‐‐……‐。
「
‐‐‐‐~……¨ ‐‐‐‐―‐…‐‐‐―‐―‐‐――…………¨ 1‐‐‐‐
~……~‐‐‐‐1
このような,遠距離にある対象物に対して“What's this?"と使用 した例は,ブ
ラックボックスの活動以外にも見られる。例えば,指導者が絵カー ドを手に持
つている状況で,児童が指導者に“What's this?"と発話するような活動であ
る。児童にとつて,「指導者が持つている絵カー ド」は基本的に距離がある。
したがってこの場面でも`this'は使用できず卿Lat's this?"は適切でない。
また,遠い距離なのに“What's this?"と発話 しているとい う誤 りだけではな
く,ほかにも適切でない活動がある。(17)は3ヒン トクイズの例である。
:
:
指導者 :Hint No.1.
It has four legs.
What's this?0.37)
(17)
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(大阪府教育委員会(2013))
(17)では,`it'で表現したものを,その後の発話の中で`this'と表現 している。対
象物を`this'と表現 して,話し手と聞き手が共通認識 した後,それを`it'で表現す
るのは自然な表現である。 しかし逆に,ある対象物を`it'で示 し,その後に`this'
で指 し示すのは適切でない。この例は,“What's this7'が「クイズの出題者の
フレーズ」として認識されてしまっていることを表 している。
さらに,クイズの種類によつては,“What's this?"を使用 しない方が良いも
のもある。それは,(17)で提示された3ヒン トクイズのように「頭の中で想像
して答えを導きだす」という特性を持つクイズである。基本的に`this'は,見え
ている近距離の対象物を直接的に指 し示すような使い方をする。 しかし,この
ようなクイズでは,当てる対象物は見えておらず,頭の中で想像 している。そ
ういう場面で`this'を使用するのは,不自然である7。
以上のように小学校外国語活動においては,岬Lat's this?"の発話が文法的
に適切でない場面がいくつかあることがわかった。小学校・中学校・高等学校
の縦のつながりの重要性が強く認識されている中,文法的に適切でない不自然
な文表現の多用は,学習者に悪影響を及ぼす恐れがある。“What's this?"の使
用が適切でない場面では,椰Lat's that7',¶Lat is it?"など別の適切な表現に
差 し替えるなど,何らかの手立てが必要となる。
しかし,場面に応 じて類似表現の使いわけをしていく活動にすると,活動の難
易度は上がることになる。そ うなると,活動への意欲が低下したり,活動場面で
混乱する児童が増カロしたりする危険性が高くなる。そこで次章では,英語語法文
法に抵触することがなく,かつ多くの文表現を使いわけていく必要がない活動
について提案 し,その提案の根拠を示 していくこととする。
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第3章  叩阻at is比?'を活用した授業の提案
3.1`Whatis■7を小学校外国語活動で使用する利点
前章において,小学校外国語活動の指導事例の中に,文法的に適切でない
“What's this7'の運用パタンがあることがわかった。文法的に不適切な発話場面
のある活動は,児童の言語習得において悪影響を及ぼす可能性があるため,適切
な文表現に差 し替えて活動するか,あるいはかなり限定された場面の活動のみ
にしていくことになる。しかし,そういつた修正や変更を実施する際には,学習
者の活動意欲の低下や活動の混乱を引き起こさないための多くの工夫が必要と
なる。
そこで,そのような問題点を解決する方法として,¶Latis it?"という文表現
の使用を提案することとする8。 “what is it?"を使用する利点の一つ 日は,この
文表現が,話し手と対象物との物理的距離に関与せず使用できる点である。` this'
は近距離のものを指す時のみに使用するので,W隋at's this?"は,話し手と対象
物が近距離でないと発話できない。遠い距離の場合は`that'を使つて“What's
that?"などの発話が適切であり,使い分けが必要である。しかし■'ならば,話し
手が対象物から近い場合も遠い場合も,同様に使用することができる。前章で述
べた通 り,`it'は日本語の「それ」とは異なり,聞き手の領域のものを指 し示すの
ではない。` it'は,話し手と聞き手が共通認識 しているものについて,距離に関係
なく使用する人称代名詞である。クイズにおいては,話し手と聞き手は基本的に
対象物を共通認識 しているので,距離に関係なくどこの場所からでも“What is
it?"と発話することができる。
利点の二つ日としては,“Whatis it7'は“What's this7'よりも汎用性が高いこ
とが挙げられる。“What's this?"の自然な発話状況においては前述のように,至
近距離で見ても本当に何かわからないSF映画などでの場面や,幼児との会話の
中での場面や,対象物についてはわかっているが,その奥に隠されている意味が
理解できない場面といつたような限定された場面であり,実際の使用は多くは
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ないだろう。 しかし,叩Lat is it?"は日常生活の中でも多く使用されている。
“What's this?"の単元のようなクイズの活動の場面でも,“What is it?"を使用す
ることができる。例えば対象物の一部を拡大して,すぐには対象物がわからない
画像に加工する。それを提示 しながら,見ている人に“Whatisit?"と問いかける
形式になっているとい うようなものなどである。インターネットのクイズサイ
トをはじめ9,あちこちで見受けられる。
また,プレゼントの包みを開ける時や,中身がわからないものに出合った時
に「中身は何だろう?」 という時にも,“Whatis批7'は使用される ((18)参照)。
(18)
“Open the door."She said.
``I've got a surprise for you."
“What is it?"asked Chip.
(古り|1昭夫,宮下いづみ (2007).『イギリスの小学校教科書で楽しく英語を学ぶ』
小学館 をもとに作画)
ほかにも, 日常生活の場面として例えば (19)のように,「質問していい?」
と言われた時に「何だい?」 といつた気持ちで返答したり,“Oh,nd"と言う話し
手に対して「何?どうしたの?」という気持ちで尋ねたり,「アイデアがあるの。」
と言われた時に「なになに?」 というような気持ちで発話したりといつたように,
日常生活で「何だろう?」「どうしたの?」「なになに?」 といつたさまざまな意
味合いで使用することができる。
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(19)
・ “Oh...M■Hongo,may l ask a strange question7'
“What is it?" (Rlの
・ “Thank you,Mom.Oh,no!"
“What is it7' 6.23)
・ “I have an idea."
“What is it?" 6.27)
(『NIIKラジオエンジョイ・シンプル・イングリッシュ2016年月号』(2016))
このように,“Whatis L?"は多くの場面で使用することができるので,この文表
現を活動に取り入れることによつて, 日常生活の使用が少ない“What's this?"と
い う文表現を学ぶ時よりも,さらに言語使用の幅を広げることができる。
“What is t?'を使用する利点の二つ日としては,“What time is比?"など似た
文表現にも発展させやすいという点である。卿Lattime isit7'は,『H ,hends!2』
Lesson6“Whattime do you get up?"「一日の生活を紹介しよう」の単元の音声
教材の中に何度も含まれている表現であり,既習事項として節Latisit?"に慣れ
親しんでいれば,発話もよリスムーズになると思われる。「クイズ大会をしよう」
の中でも,“Vttat animalis it7',“恥 at food is it?"のように「` what'十名詞」と
して,属性を付加して発話したりするなど活動の幅を広げることもできる。
さらに四つ日としては,日本語母語話者にとつて節亀at is it?"は,音声面にお
ける難易度が比較的低い文表現であることも大きな理由に挙げられる。
“What's this?"は[wats lls]と発音され,音節は二つで少ない方である。しか
し[0]という音素や,[t][s][0]の二つの子音を連続して発音する「子音結合」
が存在している。これらは日本語にないため, 日本語母語話者にとっては難易
度が高い。一方“Whatisit?"は,[wat lz lt]と発音される。音節は二つになる
ので“What's this?"よりも一音節増えることにはなるが,リンキングして発音上
のまとまりが [wcL~tI~ZIt](`―'(ハイフン)は音節境界)となり,音節内が「子
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音。母音」となつて,日本語の音声構造と同じになる。これ らのことから,日本
語母語話者にとつて“What is it7'は,発音 しやすい文表現であることがわかる
10。
以上のような利点から,小学校において“Whatisit?"とい う文表現を使つての
活動を提案することとした。具体的な活動形態 として,まずは,副教材での
節Lat's this?"の単元のように「クイズ」とい う形態を採用することとした。こ
れは,“What's this7'の単元を卸Lat is批7'に置き換えた形態となつている。ク
イズの活動を採用した理由としては,前述 した通 り「クイズ」の活動は,発話意
欲を向上させるだけでなく,「出題者」「解答者」という二者の存在があり、対話
的特性があるとい う,コミュニケーションを重視する小学校外国語活動に適 し
た部分を持つ活動だからである。
しかし一方,「クイズ」という活動形式を小学校外国語活動に使用することに
は問題点もある。基本的には,答えを知 りたい人が卿Lat's this7'と発話するの
が自然であるが,クイズの活動では逆に,答えを知つている人が発話する。すな
わち,疑間に思つていない人が疑問文を発話するとい う特殊な発話状況になつ
てしまう11。 そこで次節ではクイズだけではなく,発展的な活動として自然な発
話状況を感 じ取ることができる,物語やスキットを使用 した活動について提案
する。
3.2自然な発話状況を感 じ取ることができる活動の提案
「クイズ」を基調においての外国語活動には,利点もあるが問題点もあつた。
そこで本節ではその問題点を解決するために,物語を使用 した活動と,スキット
を利用 した活動という二つの活動について提示する。
ここで提示している「物語を利用 した活動」とは,「物語」とい う文脈のある
場面の中で,坤Latisit?"を発話 していくとい う活動である。文脈がある中の文
表現は自然な発話になるので,物語を味わいながら適切な発話状況を感 じ取る
ことができる。さらに,例えば他国の物語を使用することによつて,異文化に触
れることも可能である。
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では,物語を使つてどのような活動にしていくか。筆者は,近年脚光を浴びは
じめている「ス トー リーテ リング」の手法を,活動に取 り入れていくこととした。
「ス トー リーテリング」とは何か。Green(2009)は,ストー リーテリングは語 り
手と聞き手の双方でつくりだすもので,お話そのものから,また語 り手と聞き手
の相互作用から,子どもの表面だけでなく「内なる存在」に語 りかけるものであ
ると述べている。ス トー リーテ リングは単に物語を口頭で伝えるだけでなく,繰
り返 しなどリズミカルな要素も持ち合わせながら,語り手と聞き手がインタラ
クティブなや り取 りをしていき,「自分たちの物語」にしていく活動である。コ
ミュニケーションを重要視する小学校外国語活動に適合 している2。
今回提案する授業プランとしては,英語圏の物語 2ゐθ3in辟島reaご″′′を提
案 した。この物語は英語圏を中心によく知られていて,登場する人や動物は多少
の違いがあるが,基本的な話の流れは同じである。オーブンで作られたジンジャ
ーブレッドマンが,食べられたくないので逃げ出した。いろいろな人や動物が追
いかけるが捕まらない。しかし最後に,ワニ (きつねの場合も)の計略にはまり
食べられてしまう,という物語である。この物語は,小学校での実践に実にぴつ
たり適合 している。その理由は,この物語の内容がシンプルでわかりやすいこと,
繰 り返 しが多くてテンポがよいこと,物語の結末がはつきりしていて面白いこ
と,などといつたような点が挙げられる。これらのポイン トに当てはまる物語は
理解 しやすく,児童をはじめすべての人の心に受け入れ られやすい。実際に筆者
は,この物語を題材にしたス トー リーテリングを体験 したB。 その体験が秀逸な
ものであつたのは語 り手の技量の高さによる部分が大きかったが, リズミカル
でわかりやすいこの物語の魅力を実感することができた体験であつた。また,こ
の体験を通 して学んだ語 り手の手法,例えば,聞き手にもあちこちで発話する機
会を与えたり,心地よいリズムを作 りながら,語り手も聞き手も英語表現を発話
していくといつた点を,今回の活動提案の中に組み込むこととした。
また,外国語活動の経験がそれほど多くない学習者が,物語を味わうことがで
きるように,いくつかの修正も加えた“。登場する動物を,子どもたちの認知度
の高い動物である`doピ,`mOnkey',`fox'にしたり,感情移入 しやすいように,主人
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公をおばあさんから` boy'にしたりした。また,小学生には難易度が高い英語表現
がいくつかあつたので,易しい英文に変えたリジェスチャーを加えたりした。難
しすぎず,簡単すぎず,平均的な外国語活動の経験がある児童の力に合わせた内
容になるように修正した。
また,動物が草むらから出てくる時や,ジンジャーブレッドマンを調理する場
面で,卵などの食材を袋から出す時などに,指導者が「ガサガサガサ…・。」と発
声するのを合図に,児童は“Whatisit?"と発話する。この物音は,発話のタイミ
ングが児童にはつきりわかるようにするためで,発話場面が印象に残りやすい。
さらにこの物音は,「さんはい。」「1, 2」など発話を促す言葉とは違って,物
語の雰囲気を壊さない。
このような修正部分は,子どもたちがどのくらい英語に慣れ親しんできたの
かによつて変わってくるため,今回の提案がすべての 5年生において最適であ
るとはいえない。しかし,平均的な外国語活動経験を持つ児童を想定して作成し
たので,多くの児童に適応できる形式になつていると思われる。 (7bθ
〕轟 轟rea′″′コの台本については,WalkeL M。の“%θaれ昇め″′′Zh″
Lι曰♭Boo盤'(1989)を参考にして作成した。巻末資料Ⅱを参照。)
また,物語を利用した活動だけでなく,自然な発話状況を感じ取れる活動とし
て,スキットを利用した活動も提案する。“Whatisit?"という文表現は,児童の
普段のなにげない生活の中に多くの発話場面が存在する。例えば,「何か言いた
いことがあるのに,なかなか言い出せない様子の友だちを見て,“Whatisit?"と
発話する。」といつたような場面である。このような日常での発話場面を,4人
のグループで簡単に演じられる短いスキットにして発表することによつて,
様々な発話場面をみんなで共有することができる。(スキットの台本については,
巻末資料Ⅲを参照馬。)
この活動では,スキット内での発話者が気持ちを込めて,“Whatisit7'と発話
した後に,見ている児童たちも,その発話者になりきつて発話することをあらか
じめ伝えておく。そうすることで,実際の日常生活で同じ場面があつた時に「あ!
この状況は“What is it?"を発話する場面だ!」 というように,児童たちが自分の
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表現にしていくことができる。
“Whatis批?"の発話をはっきり目立たせること,対象児童にとつて適切な難易
度にすること,という二つの目的から,スキットの台本は日本語を中心にした。
豊富な英語活動経験がある学校では,英文をもつと増や してもよいだろう。
以上のように,自然な発話を感 じ取ることができる活動として,物語やスキッ
トを利用 した活動を提案することとし,学習指導案を作成 した。(学習指導案は,
巻末資料 I参照。)
3.3活動実践から得た “恥at is it?"の授業の意義と効果
“What is it?"を使用 した活動が有益であることを検証するために,筆者が実際
に公立小学校において実践することとした。その学校では,5,6年生が受ける
べき週一度の外国語活動と,3,4年生の二週に一度の活動のすべてにALTが配
置されている。そのため今回の授業実践においても,ALTとのTTの形で実施す
ることとなつた。対象児童は,小学校外国語活動の副教材『Hi,hendd l』の対
象学年とされている5年生とした。5年生は 3クラスで 1クラス40人前後であ
るが,今回は対象校の協力により,全クラスで実践することができた。児童のそ
れまでの外国語活動経験は,担任 とALTとのTTの形式の授業を,1・2年で年 3
回,3・4年で 2週に一回の活動を経験 してきた。授業実施月は 5月だったため
に,5年生ではまだ数回しか活動 していなかつた。副教材における“What's this7'
の単元と同様の「クイズ」の活動が 1時間,英語圏の物語 2bθ〕聾 島rea′″′″
を基盤にした授業を1時間,日常場面での椰Latis it?"を知るためのスキット活
動の授業を1時間,合計3時間実施 した。この活動実践で得た,これらの活動の
意義と効果について記述 していくこととする。
実践することによって見えてきた“What is it7'の文表現使用の意義や効果は
様々にあつた。効果として何よりもまず,クイズの対象となっている物と発話者
との距離を気にしなくていいという利点を実感 した。どの場所にいても,この文
表現で対象物について発話することができる。指導者は基本的には教室前方に
いることが多いが,ALTとの連携をする中で,教室内を動きながら発話すること
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もある。前方でデモンストレー ションをしたり,時には児童の近くに行きながら
発話したりすることもある。指導者が時々児童の近くに行くことで,児童の集中
力が増したり,気軽に質問ができて活動に広がりを持たせられるようになった
りといった有益な効果を得ることができるからである。また,小学校では様々な
場面がある。例えば,集中してない様子だつたり,何か普段と違う様子だつたり
する児童がいることもある。それに応じて指導者は,その児童の所にさりげなく
行く場合もある。今回の授業実践の中では,まさにそのような突発的な状況が発
生した。ある児童が休み時間に友だちと仲たがいをすることがあり,授業の前半
部分で机に突っ伏してしまっていた。このような状況は小学校ではよくあるこ
とであるが,さりげなくその児童の近くにいつて声をかけた後に,その場所です
ぐ,黒板に描いている絵を指さしながら全体に“Whatisit?"の発話をすることが
できたのである。もし,“What's this7'を主要英文に置いていたとすれば,文法
的に適切な発話にするためには,指導者は常に対象物との距離に気をつける必
要があるため,わざわざ絵のある前方の所まで戻つてから“What's this?"と発話
しなければならない。しかし“Whatisit?"の場合は,発話の際に対象物との距離
を気にする必要がないので,突発的なことがあっても指導者は,授業を続けなが
らすばやく動いて適切な行動をとることができるのである。
また,音声面での利点もあつた。“Whatisit7'は音声学的視点から,日本語母
語話者にとつて難易度が低いという理論は前述したとおりである。しかし,子ど
もたちが実際にどのように発声するのか,発声面での困難はないのか,児童の発
声の様子を直接確認することは,とても意義のあることであった。子どもたちは,
知亀at is it?"の文表現 リズムや音声にすぐに慣れて,あっという間に覚えてし
まった。自然な発話としては[wcL~tI~ZIt]といつたようにリンキングすることが
多いが,発音もしやすい様子であつた。「弱」「強」「弱」の3音節はリズムをと
りやすいようで,そのリズミカルな音声をもとに,イントネーションについても
はつきりと認識していたようであった。“Whatis比?"の文表現は児童にとって使
いやすい文表現であるということが改めてわかった。
一方,“What`s this?"も発声させてみた。それほど難しくは感じていないよう
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だったが,やはり[ё]の発音が[d]の音に近くなつていた。多くの児童が今までほ
とんど音声指導を受けていないのだから,母語にある音をもとに発声するのは
当然のことである。また“What`s this?"より,「弱」「強」「弱」の 3音節である
節島at is it7'の方が, リズムを感 じながら発話 しているようであった。
さらに,気持ちによって発話の音声が変化 していくことにも気づくことがで
きた。例えば,相手がなかなか話 し始めずに,「あの…・。」「その…・。」ともじも
じしている時の発話では,「早く言つてよ !」「何なの ?」 とい うように少 しイラ
イラした感 じで “What is it?"と発話 していた。また,プレゼン トを開ける時に
は,うれ しそうに“Whatis批7'と発話 していた。日常の様々な気持ちの場面で発
話する表現だからこそ,このように様々な気持ちを乗せて発話するという体験
をさせることができた。
以上のように,卿Latis it7'という文表現を小学校で使用することは,文法面
での不適切な発話がほとんど出現 しない上に,児童の様子に応 じて指導者が適
切に教室内を動き回ることができ,しかも音声面としても,日本語母語話者であ
る児童にとつて発声 しやすくリズムに慣れ親 しむにも最適であるとい うことが ,
実践することによって改めて認識された。
さらに次節では,物語やスキットを利用 した活動についても,小学校での実践
を通 してわかった意義と効果について記述する。
3.4活動実践から得た,物語やスキット活動を利用 した活動の意義と効果
本節では,自然な発話状況を認識できる活動,つまり物語やスキットを利用 し
た活動の意義と効果について述べる。
特に大きな効果として挙げることができるのは,スキット活動の後でのふ り
かえリカー ドの中に記載されていた,「ふだんでも“Whatis it?"を使用すること
ができることがわかった。」「また同じ場面がきたら,“What is it7'を言つてみ
ようと思 う。」といったような, 日常でこの表現が使用できるということへの
気づきや意欲である。このような気づきは「クイズの活動」では決 して生み出
すことができない。 日常生活の様々な場面で使える自然な場面での発話を知る
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ことは,児童たちにとつては新鮮であつたようである。物語を利用 した活動に
おいても,活動後のふ りかえリカー ドからは 「『ガサガサ…。』となったら
“What is it?"と言つてしまうかも (笑)」 といったような, 日常のよくある場面
でも使用できるという気づきが伺えた。
また,物語を味わう活動では 「イギリスにこんな話があるとは知らなかった
Ю。」といったような異文化への理解につながる気づきがあったり,「クラスで
話を作つていくみたいで楽 しかつたr。」といったように,ストー リーテ リング
がねらいとしている「対話的な読み聞かせ」「参カロ者が物語を創っていく。」と
いつた目標を達成させたりすることができていた。スキット活動では,グルー
プの仲間と役割を決めて練習 していき,工夫しながらグループの仲間と協力 し
て発表することを通 して,コミュニケーションを楽しむことができていた。
このように,“Whatis it7'を主要英文においた「物語やスキットを利用した活
動」は,クイズの活動では得られない「対象物が何か知らない人が発話する」と
い う,本来の自然な発話場面について感 じ取ることができる有益な活動である
ことがわかった。
以上本章では,小学校での“Whatis it?"の文表現を活用した授業の提案を行い ,
実践するとともに,実践によつて見えてきた,その意義と効果について記述 した。
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おわりに
本研究は,「英語語法文法の観点から小学校の外国語活動を調査・分析 し,問
題点が導き出されたならばその解決策を提示する」とい う目標のもとで,英語母
語話者や英語言語学者から違和感を覚える活動の指摘が多かった“What's this7'
とい う単元を取り上げ,検証をはじめた。
研究背景として,副教材『Hi,hendd』での文法事項を概観 した。“What's this?"
の文法事項についても調査 した所,指示詞`this'や不定冠詞など,初出の文法事
項が一度に出現 してお り,しかも多くの新出単語や同音異義語などの学びなど,
盛 りだくさんな学習内容になつていることがわかった。指示詞については、この
単元のみの扱いになっている上に,発話の状況と密接な関係があるため,指導者
は指示詞について正確に認識 して指導にあたる必要があることがわかった。ま
た,指示詞は発話場面によつて適切に使い分けられるとい う特性を持つため,発
話 と発話場面が調和 しているかを調査 していく本研究では,指示詞の精査は必
須である。そのため,指示詞について 日本語の指示詞と比較 しながら丁寧に調べ
ていくこととした。
日本では,日本語の指示詞と英語の指示詞の対応 として,`this'=「これ」,`it'=
「それ」,`that'=「ぁれ」という認識を持つている人が多い。この認識が正 しい
のかその真偽について調べていつた所,その認識はいつもあてはまるわけでは
ないことが分かつた。日本語の指示詞は「これ」,「それ」,「あれ」の三項対立で
近ノ中ノ遠を表 し,英語の指示詞は`this'と`that'の二項対立で near/remoteを表す
ため、日本語の指示詞と英語の指示詞は使用範囲に違いがある。また,心理的距
離の優先度や嗅覚に関する対象物などでの指示詞の選択などにおいても両者に
違いが認められた。
また,■'についても言及 した。`it'は,話し手と聞き手が共通認識 している物
について使用する人称代名詞である。`it'は本来的に「非直示性」や「抽象度の高
さ」があり,幅広く使用できる。日本語の指示詞「それ」と,英語の人称代名詞
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`it'は,日本では対訳として認識されているが,実は大きな違いが存在 している。
「それ」は,「聞き手の領域」,つまり聞き手が持つているものや聞き手の近くに
あるものに対 して指 し示すはたらきがあるが,英語には「聞き手の領域」という
考え方がなく, `it'にはそのはたらきがない。この点が大きな違いなのである。
指示詞や人称代名詞について分かつたことをもとに, 知醒at's this?"の自然
な発話場面についても観察した。すると,近距離で見ても対象物が何か本当にわ
からないという場面や、幼児が知識を獲得する時の会話の場面,発話の裏に込め
られた思いがある場面などが見受けられ,いずれも日常での出現が少ないこと
がわかった。
英語の指示詞のはたらきや自然な発話場面の調査内容をふまえながら,小学
校外国語活動での不自然な発話場面の有無を調査 していくこととした。すると,
小学校の外国語活動では、場面と対応 していない発話がいくつか見受けられた。
例としては,発話者と対象物が遠い距離にあるにも関わらず,“What's this7'と
発話 しているような活動や,対象物を`it'で表 して“It has four legs."とクイズの
解答のヒン トを出していたのに,最後は`this'を使用 して椰Lat's this?"と発話 し
たりする活動などである。叩Lat's this?"は,近距離のものを指 し示す指示詞`this'
を使用 しているため発話場面が限定される性質を持つが,それを考えずに「クイ
ズを出題する時のフレーズ」として発話 してしまっているのである。その結果 ,
発話と発話場面が調和 していない活動がいくつも出現してしまうのである。
上記で述べた問題の解決として本研究では,“What's this7'のかわりに“What
is it7'という文表現を採用することを提案 した。■'は人称代名詞で,「話 し手」
と「聞き手」が共通認識 していれば使用することができる。対象物と発話者が近
距離でないと使用できない“What's this?"よりも,卸Lat is比7'の際に対象物と
の距離を考える必要がなく,適応範囲が広い。さらに獅Lat is it7'は、汎用性が
高く日常の生活でも様々に使用されていたり,Whattime isit?"など似た表現と
もつながりを持たせながら学ばせることができたりするため,小学校外国語活
動でこの文表現を使用する効果は大きいといえる。
また音声学・音韻論的にも, 日本語の母語話者にとつて難易度が高い子音結
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合や,日本語にない音素[0]を含む“What's this7'と異なり,“Whatisit?"は,日
本語の音声構造と同じように「子音」「母音」の配列になつてお り, 日本語母語
話者にとつては難易度が低い。以上のように小学校外国語活動での活用におい
て多くの利′点を持つ卿詭at is it7'を提案することとした。
“What is it?"の表現を組み込む活動の形態についてはまず,卿Lat's this?"で
採用されたクイズの活動を採用 した。「クイズ」の活動は発話意欲を向上させる
などの利点があるからである。しかし一方,「クイズ」とい う活動は問題点もあ
る。「クイズ」の活動の時には,対象物について疑間を感 じていない人(出題者)
が,疑問文を発話 しているという特殊な発話状況になる。そのため,自然な発話
場面を感 じ取ることのできる活動として,物語やスキットを利用 した活動につ
いても採用 した。
物語を利用した活動においては,物語は必ず文脈があるため,その中での発話
は必然的に自然なものとなり得る。物語は,効θ Ginttrb“adManを活用する
こととした。内容がシンプルで,繰り返 しが多く,結末がユニークなこの物語は,
小学生にはびつたりである。物語を味わう豊かな活動にもなり,異文化理解にも
つなげることができる。
スキット活動においては,授業とい う枠内だけでなく,学習者の日常生活の中
に多くの発話場面があることに気づかせることができる。グループでスキット
を発表 し合 うことによつて多くの発話場面を共通認識できるだけでなく,仲間
と話 し合い,協力 しながら活動するコミュニカティブな学習内容にすることも
できる。
このような提案をもとに,実際に小学校で活動できるように学習指導案を立
案 した。その指導案をもとに公立小学校 5年生を対象として実践した所,実際
に授業をしたことによつて見えた意義と効果があつた。休憩時間での トラブル
によつて,机に顔を伏せていた児童の所に行つて声をかけた上で,その場で
“Whatisit?"を発話することができたのである。対象物と発話者が必ず近距離で
なければならない“What's this?"と違って,教室内のどこでも発話することがで
きる¶亀at is it?"は,学習者の活動や指導者の適切な支援を広げられる文表現で
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あることがわかった。
提案した,物語やスキットを利用した活動についても,日常で発話の機会が多
く存在することがわかるとともに,物語を味わったリグループで協力したりと
いつた豊かな活動にすることができた。
このように本研究では,小学校で多く実施されている“What's this?"という文
表現を使用しての「クイズ」の活動について,その問題点と解決策を提示した。
この研究を第一歩として,最終目的である「/1学ヽ校の外国語活動に取り上げられ
ているすべての活動について調査0分析する」ことをめざし,これからも,英語
語法文法の視点から小学校での様々な外国語活動について検証し,問題点の有
無や解決策の提示をしていきたいと思う。
註
1近藤奈津美氏からの文献検索の協力による。2コピュラ :学校文法では一般に 「be動詞」として知られている。
3o),(10,(15),(18)のイラス トは,辻中優衣の作画協力による。
4嗅覚に関する事柄なら,すべて`that'を選択するというわけではなく,指示物について対
比概念が前景化する場合には,thisんhatの選択がある。詳しくは,湯本(2000を参照
のこと。
5前に述べたことを受ける文脈照応用法は,本文のように「それ」と`it'が一致する部分は
ある。しかし,すべてが一致するわけではない。日本語では,文脈照応の使用場面では
常に「それ」を使用するのに対し,英語では `rと`that'の二種類を,場面によって使い
分けている。詳しくは,高橋(2002)を参照のこと。
6日本語の指示詞についての学説は,「距離区分説」や 「人称区分説」などがあり(白谷 ,
1995)ここでは人称区分説で説明をしている。
7基本的には,「当てる対象物」を解答者に提示しないのが3ヒントクイズであるが,黒板
などで「当てる対象物」を提示している指導事例も少しはあつた。ただ,この場合は,
クイズヘの発話意欲が低くなりがちになる。
8 Nicola Grove氏,有働氏,岡本氏の研究活動から,アイディアと示唆を得た。
9以下のインターネットサイ トなどを参照のこと。
What is it?
https://1earnenglishteens.britishcouncil.org/study‐break/what‐it
Ю有働氏の指摘による。
11「疑間に思つていない人が疑問文を発する」この状況は前章で述べた通り,大人が幼児
に知識を与えたり,知識があるか確認したりする時の “What's this?"の発話など,
かなり特殊な状況である。
12ストー リー テリングについて,詳しくは,E■in Green(2000を参照のこと。
13英国の著名なス トー リー テラーNicola Grove氏によるス トー リーテリングの実践を,
筆者は体験した。表現力豊かでダイナミックな活動であつた。また筆者は,Vlcky
Jore氏のス トー リー テリングの大きな力についての講演を受講し,ストー リー テリン
グの無限の可能性を知ることとなった。
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14ほかにも,小学生に有益な修正として`The Gingerbread Man"を調理・作成する時の原
材料の一つとして小麦粉を取り上げた。これは,副教材におけるWLat's this?"の単元目
標の一つ 「日本語と英語の共通点や相違点から,言葉の面白さに気付く」という目標を
鑑み,小麦粉を表す■our'は,子どもたちがよく知っている`量)wer'と発音が同じである
と気付かせられる活動にするためである。実際、児童は授業実践の中で,同じ発音の単
語の存在に驚き,大変興味深く感 じたようであつた。`Oour'と`■ower'の表記の違いにつ
いては,簡単に指導者から申し添えた。
15スキット活動の目的は,授業の枠内だけでなく日常の場面での“What is it7'の自然な発
話場面を認識するためである。そのため,児童の日常での生活を意識して,あえて関西
の方言を中心に使用している。これは実施校が関西地区にあつたためで,方言を使用す
ることによつて,児童は一層日常生活の場面を想像しやすくなっていた。実施する学校
の場所に合わせ,児童が普段使用している言葉を中心にしてスキットを編成していくと
よいだろう。
Ю ALTがイギリス出身で、物語が終わつた後に、自身が幼少時に何度もこの話を聞く機会
があつたと簡単な英語とジェスチャーを使用して子どもたちに伝えたので、イギリスに
伝わる話であることを児童は認識できた。
17登場する人物や動物をペープサー トにした上で,それを大きな茶封筒の中に隠しいれ
た。“What is it7'の発話の後で,少しずつペープサー トを出していつて,何かあてると
いうクイズ的要素も加え,答えを児童たちに考えさせた。`mOnkey'のイラス トのつもり
で提示したが,`monkey'と言つたクラスもあれば,`gorina'とぃったクラスもあつた。
ほかにも,`boy'を「ALTのAlex先生 !」 といったりしながら,クラスごとに様々に登
場人物が決定していつた。指導者はどれも認め,それぞれのクラスでそれぞれの登場人
物が出てくる「自分のクラスの物語」が誕生した。
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巻末資料
資料 I小学校外 国語活 動 学習指導案
単元の日標
1)ある物について積極的にそれが何かと尋ねたり,答えた りしようとする。
2)ある物が何かと尋ねたり,答えた りする表現に慣れ親 しむ。
3)スキットやス トー リーテ リングを通 して,いろいろな場面での“What is
it?"の自然な使用について,楽しみながら慣れ親 しむ。
単元の内容および教材観
「これは何かな ?」 このようなクイズ的要素のある活動は,児童の大好き
な活動の 1つである。副教材『 Hi,Friends!』の単元“What's this?"では,こ
のようなクイズ的要素を多 く含んだ活動が例示 されている。今回は,“What's
this?"と同 じよ うな場面で使用でき, しか も汎用性が高 く音声的にも日本語
母語話者にとつて難易度の低い“What is it?"の文表現を中心 として,例示 さ
れたクイズ的要素のある活動を取 り入れ ることとした。 さらに“What is it?"
の文 表 現 も用 い な が ら,英語 圏 にお い て よ く知 られ て い る物 語 劉
"
´餞
"勤“
′ごコ′コを使用 してのス トー リーテ リングの活動や,“What is it?"
の様々な使用場面をスキッ トに して体験す る活動などを実施することとした。
これ らの活動形態は,“What is it?"を単なる 「クイズの活動での文表現」 と
い う認識か ら一歩進んで,物語 とい う文脈の中で“What is it?"の自然な発話
状況を感 じ取つた り,児童 自身の 日常生活での使用場面を,スキ ッ トとい う
形で知ることができた りする,発展的な授業の提案になるといえる。児童が
様々な活動を通 して“What is it?"の表現に慣れ親 じむことができるとともに ,
“What is it?"の表現を通 して,英語圏の物語やスキッ ト活動など様々な活動
を味わ うことができる授業に創 り上げていこうと考えている。
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30指導計画 (全3時間 )
?
?
?
標目 主 な 活 動
1 ① “What is it?"の音声を,楽しみながら体験す
る。
② クイズ大会などを通 して ,
“What is it?"“It's～. の会話に慣れ親 しむ。
(1)ピクチャーゲーム
(2)指キャッチゲーム
(3)ミステ リーボックス
ゲーム
(4)ふりかえ り
英語圏の物語 劉
"g力″
動
“
′ごコarを聞きな
が らその物語 を味わ うとともに,その 中で
“What is it?"などが出てくる場面では,楽し
みなが ら実際に発声 し,その使用場面に気づ
く。
物語やゲームを通 して“What is it?"を何度 も
発声 しなが ら,その リズムやイン トネーショ
ンに慣れ親 じむ。
ゲームなどを通 して,クラスの仲間たちと楽
しみなが らコミュニケーションをする。
①
②
③
(1)物語
rbθ g」i22gθrbrθ′ごコ′コ
(物語の中に“What is
it?"の表現が入 つている)
(2)ペアさが しゲーム
(3)ふりかえ り
① グループで協力 し,コミュニケーションを楽
しみながら,スキットをグループで演 じる。
② スキットを演 じること 。それを鑑賞すること
を通 して,“What is it?が普段でもいろいろな
場面で使えることに気づく。
③ 実際にスキットの中でWhat is it?を一緒に発
声 し,気持ちの違いによる音色の違いを楽 し
む 。
(1)“What is it?"発音分析
(2)スキッ トをグループご
とに練習。
(3)スキッ トを発表 し合 う。
(4)ふりかえ り
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第 1時の指導 クイズを通 して “What is it?"の文表現に慣れ親 しもう !
(1)日標
① クイズ大会などを通 して,“What is it?"“It's～. の会話に慣れ親 じむ。
②“What is it?"のリズムやイン トネーションを楽 しみながら体験す る。
(2)本時に学習する基本的な表現や語彙
“What is it?"“It's～.
pineapple,lemon,kiwi,orange,rice cakeなど
(3)教材
ミステ リーボ ックス (ブラックボ ックス),
ミステ リーボ ックスに入れる物 (パイナ ップル・キー ウィなど)
(4)評価規準
。英語には独特の リズムやイン トネーションがあることに気づき,楽しみ
ながら体験を通 して積極的に慣れ親 しもうとしている。 (言語の気づき)
(外国語への慣れ親 しみ )
。英語のゲームやクイズな どを,クラスの仲間とコミュニケーションしな
が ら楽 しもうとしている。 (コミュニケーシ ョンヘの関心・意欲・態度 )
(5)第1時の展開
過 程 活動の流れ
◎評価児童の活動 指導者の活動
1. ウォー ミン
ク゛アッフ゜
(5分)
・あいさつ
0今日の
めあて
Hello!! ○O sensei and
O O sensei!!)
I'm fine,thank you.
And you?
Hello!Everyone!
How are you?
I'IIl happyo And you?
(ALT):I'm good!
How are you,
○○(日直)?
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・今 日の
メニュー
It's sunny.
It's(Friday).
It's(May 20)。
(リピー トする。)
How's  the  weather
today?
What day is it today?
What's the date today?
Today's target is ～ .
2.
What  is
it?
ピクチャ
ーゲーム
(10分)
途中まで描いた絵が何か ,
あてる。
What is it?It's ～ .
(1)ALTの絵をあてる。
(1回)
(2)担任の先生の絵(1回)
(2)児童 1人の絵 (1回)
出題者は,すぐにわから
ないよ うに絵 を描 くよ
うにする。問題を出す児
童に対 しては What is
it?のイン トネーション
に気 をつけさせて発音
させる。
3・
指 キ ャ ッ
チゲーム
(10分)
(1)キーワー ドを言われた
ら,隣の人の指をつか
む。(キーワー ドではな
い場合は復唱)
What is it?(復唱)
It's～。 (復唱 )
(2)キーワー ドを変えて ,
2回目もする。
(1)隣の 人 と向 き合 わ
せ,左手は輪を作 り,
右人差 し指を相手の
指の輸に入れる。
(2)ピクチャーゲームで
使 用 した 単語 を使
う。ALTの言葉を復
唱 し,キー ワー ドの時は
相手の指をつかむ。
(3)人数 が 奇 数 の場 合
は,3人でする。
◎隣の人 と,ル
ールを守 り,楽
し くゲ ー ム が
で き て い る か
(コ ミ ュ ニ ケ
ーション)
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4.
ミ ス テ リ
ー ボ ッ ク
ス
(15分)
(1)ミステ リーボ ックスの
ル ール を聞 き,理解 す
る。
(2)ボランティア 3人が前
に出る。
(3)5秒たつた らみんなで ,
What is it?とi婦く。
(1)ル
‐一 ル
①“3,2,1,Go!!"と言わせ
る。
③ 5秒立ったら“Stop!"
④ みんなで“What is
it?"
⑤ 答えが正→
Good job!!
答えが誤→ Almost!!
⑥ 第一ヒント
Do you like it?
第ニ ヒン ト
What color?
第ニ ヒン ト
What dish is it in?
◎ 英 語 の リズ
ム を感 じな が
ら積 極 的 に発
声 し よ う と し
ているか (慣れ
親 しみ )
英 文 の 意 味 が
分 か りに くい
様 子 な ら ば ,
「あ な た は 好
き ?」「どんな
色 ?」 「どんな
料 理 に 入 つ て
いる ?」 などと
日本 語 も添 え
る。
5.
ふ りか え
り
あ い さ つ
(5分)
ふ りかえリカー ドに,今日
のふ りかえ りを書 く。
発表 しあ う。
Yes!Thank you, C)O
sensel.
Thank you, C)O sensei.
Thank you,friends!!
See you!
Did you have a good
time?
That's all for tOday.
See you!!
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第2時の指導 物語やペア探 しゲームを通 して “What is it?"を楽 しもう !
(1)日標
①英語圏の物語 a"6り″″動
“
′ごManを聞きながらその物語を味わ うと
ともに,その中で“What is it?"などが出てくる場面では,楽しみながら実
際に発声 し,その使用場面に気づく。
② 物語やゲームを通 して“What is it?"を何度も発声 しながら,その リズムや
イン トネーションに慣れ親 しむ。
③ゲームなどを通 して,クラスの仲間たちと楽 しみながらコミュニケーショ
ンをする。
(2)本時に学習する基本的な表現や語彙
“What is it?"“It's～."``Oh,No!!"“I'm hungry."“Run!Run!Run!"
gingerbread lnan,dog,monkey,fox,butter,egg,IIlilk,flour
(3)教材
・ス トー リーテ リングで使用するもの
① ペープサー ト (paper puppets)boy,gingerbread man,dOg,
monkey,fox
②ペープサー トを入れる封筒 5枚
③ジンジャーブレッドマンを作る材料など(butter,milk,egg,■our)
0ペアゲームで使用するもの
①第 1時と本時で使用 した単語を主として,簡単な単語のカー ド44枚
(2枚ずつ×22セット=44枚→児童の人数+教師の人数)
(4)評価規準
・英語圏にも日本 と同様,古くから知られているお話があることに気づき,
その中の一つ,2"θfコ″動
“
′ごZ22を,自分自身も音声などで参加 し
ながら,物語を味わお うとしている。(言語の気づき)
・英語には独特の リズムやイン トネーションがあることに気づき,何度も発
声 したり聞いたりして,楽しみながら積極的に慣れ親 しもうとしている。
(言語の気づき)(外国語への慣れ親 しみ)
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“What is it?"を使つてのペアゲームを通 して,クラスの仲間たちと積極的
にコミュニケーションをしようとしている。(コミュニケーションの関心 。
意欲 0態度 )
(5)第2時の展開
過 程 活動 の流れ
◎評価児童の活動 指導者の活動
1.ウォー ミンク゛
アッフ
゜(5
分)
・あい さつ
・今 日の
めあて
。今 日の
メ ニ ュ
Hello!! ○ O  sensei
and C)O sensei!!)
I'nl fine,thank you.
And you?
It's(sunny)。
It's(Friday)。
It's(May 27).
(リピー トす る。
Hello!Everyone!
How are you?
I'In happy.And you?
(ALT):I'm good!
How are you,
○○ (日直)?
How's the weather today?
What day is it today?
What's the date today?
Tbday's target is ～ .
2.
英語圏の
物語 劉物
Gin″
"r
θ′ごコ′″
を通 して ,
What is
it?に慣れ
親 しも
う !
(1)話の中で,What is
it?などの,自分たち
が発話す るシー ンで
は,そのシーンに応 じ
て気持 ちを こめて発
話する。
(2)3人のボランテ ィア
の児童は,登場場面
では What is it?の
声かけに応 じて,少
物語の前に…。
[1]「3つのキー ワード(シ゛ ェスチャ
含ーむ)の後に,「1,2」で,英
語を言 う」 説明・練習
①力゛サカ゛サ…→What is it?
② Oh,No!!→I'm
hungry!
③ ヒ゜ューン!!→
Run,run,run!
Run,run,run!
◎
rhθ
θfコ″勁
“
′ご
コarが英 語 圏
で は 有 名 な 物
語 で あ る こ と
を知る。
音 声 な どで 参
加 しながら,英
語 の リズ ム や
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(20分)
主活動
(台本 :
資 料 Ⅱ参
照 )
しずつ封筒の中身を
開ける。
また ,
gingerbread man
を追いかけた り,ジェス
チャーをした りする。
(3)児童・指導者・担任・
ALTで協力 しなが ら
物語 を進 める楽 しさ
を感 じる。
(4)英語圏の物語,劉
"
Gin♂露araごル麟コ に
おいて,物語 自体 のお
もしろ さ,繰り返 しや
意外 な結末 を楽 しむ。
[2]ミステリー封筒 を持つ人を決
定
① boy(担任の先生)
② gingerbread lnan
(ALT)
③dog(student)
④ gorilla(student)
⑤fox (student)
[3]テンポよく,リズムよく
話を進めるが,大事な所で
はゆつ く り言 つた り緩急
をつ けた りしなが ら物語
を楽 しませ る。
[4]ジェスチ ャーな ども積
極的に加え,なるべ く英語
を中心に して,英語の リズ
ムや音声 も楽 しませる。
音 声 に 慣 れ 親
し も う と して
いるか。
(言語の気づき)
(慣れ親 しみ)
3・
What  is
it?と,習
っ た 単 語
を使つて ,
へ゜ アケ゛―ムを
楽 しもう
(15分)
(1)ペアケ゛―ムのルールを
理解する。
(2)カード をもらう(もら
う時は全員 目をつぶ
つて顔をふせておく)
(3)立つ。(椅子を引くの
を忘れずに !いすで
つまずいた り,転ぶ人
が出ないために。)
(4)ペアをさがすため ,
[11ペアゲームの説明。
①ここに 44枚のカー ト゛があ
る。同 じのはそれぞれ 2
枚 だけ。
②一人 1枚配るので,自分
と同 じカー ドを持 ってい
る人を探す。
(カ トー゛は他の人に見せな
い)
③同 じカー ドの人を発見で
◎ ル ー ル を守
り,相手の目を
見 て 積 極 的 に
会 話 が で き て
いるか (コミュ
ニケーション)
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教室 を歩 いて クラス
のみんなに声をかけ,
会話 していく。
(5)目を見て, しつか り
と英語で会話す るよ
うにする。
(6)時間があれば,1ペア
ごとに発表 させ る。
全員 :What is it?
ペア :It's～.
と発表 し,確認 してい
きたら,ろうか側一番前
か ら順 にペ アで座 つて
いく。
[21ゲーム前に
demonstration をや って
見せてお く。
その後板書 し, リピー ト
させる。
Hi! Hi!!
What is it? It's ～ .
Oh,good!!  What is it?
It's～ Oh,nice!!
See you!!   See you!!
[3]カー ドに書かれている
単語の復習 もしてお く。
4.
ふ りか え
り
あ い さつ
(5分)
ふ りか え リカー ドに,今
日のふ りか え りを書 く。
発表 しあ う。
Yes!Thank you, ○
sensei.
Thank you, O sensel.
Thank you,friends!!
See you!!
Did you have a good
time?
That's a l ibr today.
See you !
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第3時の指導 スキット活動を通 して “What is it?"に慣れ親 しもう !
(1)目標
①グループで協力 しあい,コミュニケーションを楽 しみながら,スキットを
グループで演 じる。
② スキットを演 じることや,それを鑑賞することを通 して,“What is it?"
が普段でもいろいろな場面で使えることに気づく。
③ 実際にスキッ トの中で“What is it?"を一緒に発声 し,気持ちの違
いによる音色の違いを楽 しむ。
(2)本時に学習する基本的な表現や語彙
``What is it?"“It's～."“Oh,No!!"“Wow!!"“Here you are!!"“Thank you!!''
(3)教材
・ スキッ トの台本
・スキッ トで使用するもの (UFOの絵・携帯・プ レゼン トの中身 。テス ト)
(4)評価規準
・“What is it?"を使 つてのスキッ トを,グループの仲間 と楽 しくコミュニケ
ーションしなが ら協力 して実施 しようとしている。(コミュニケーシ ョンの
関心・意欲・態度 )
・“What is it?"の入つているスキ ッ トを演 じた り見た りすることを通 して ,
普段の生活でも使える場面があることに気づ く。 (言語の気づき)
。英語 も, 日本語 と同 じように リズムやイン トネーシ ョンがあること,気持
ちを込めることで言い方や雰囲気 もかわることに気づき,体験を通 して楽
しみなが ら積極的に慣れ親 しもうとしている。 (言語の気づき)(外国語ヘ
の慣れ親 しみ )
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(5)第3時の展開
過 程 活動の流れ
◎評価児童 の活動 指導者の活動
1.ウォー ミンク゛
アッフ
゜(5
分 )
・あいさつ
・今 日の
めあて
・今 日の
メ ニ ュ
He1lo!! Naoko sensei
and Alex sensei!!)
I'm fine,thank you.
And you?
It's sunny.
It's Friday.
It's June 3.
(リ ピー トする。
Hello!Everyone!
How are you?
I'nl happy.And you?
(ALT):I'm good!
How are you, ○ ○ (日
直)?
How's the weather today?
What day is it today?
What's the date today?
Today's lllenu lS ～ .
2.
What  is
it?
(10分)
What is it?について簡
単な構造などを知 り,
発声する。
What is it?の仕組み を簡
単に説明す る。→What
is it?は `what'`is'`it'の
3つが縮 んで発音 され
ている。
。だんだん音が変化す るこ
とに気づかせ, リズム
やイン トネーシ ョンを
感 じさせる。
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3・
What is
it!
い ろ い ろ
な 状 況 で
使 つ て み
よ う !
(25分)
主活動
(台本 :
資 料 Ⅲ 参
照 )
① What is it?は, いろ
いろな状況で使 える
と知る。
4人(5人)グルー
プで,各グループで
What is it?の状況を
劇 に して演 じる練習
をする。
各グループごとに発
表す ると共に,それ
ぞれの What is it?
をみんなで発話 し,
その状況での What
is it?に慣れ親 しむ。
時間があれば,まと
めとして,もう一度
状況に応 じた What
is it?を,みんなで発
話する。
②
③
④
①
②
What is it?の前回の使
用法を確認 させ,さら
に,いろいろな状況で
使えることを伝 える。
グループの一人に,く
じを取 りに来 させ る。
・ くじには,それぞれの
状況 の台本 が書 かれ
てある。それをグルー
プの メ ンバ ー で演 じ
させる。
小道 具 のい る状況 の
グループには,それを
渡す。
劇 を楽 しませ るだけで
なく,What is it?を発
話 させた り,状況に合
わせた音色で発話 をさ
せ るようにする。
③
◎ グル ー プ で
協力 して,スキ
ッ トを作 り上
げ て い こ うと
している。
(コ ミュニケー
シ ョ ン )
◎積極的に,す
す ん で 英 語 を
発 声 し よ う と
している (慣れ
親 しみ )
4.
ふ りか え
り
あ い さつ
(5分)
ふ りかえリカー ドに,今
日のふ りかえ りを書 く。
発表 しあ う。
Yes!Thank you, ○
sensel.
Thank you, O sensei.
Thank you,friends!!
See youH
Did you have a good
time?
That's all for today.
See you !
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資料Ⅱ  劉bJコgerb″aごコaコ 台本
(1)  Preparation in advance
① “When I(teacher)say`ガサガサ (gasa gasa)',you(students)say
`What is it?'"
② ``When l say`Pyu…nnn!',you say`Run!Run!Run!!'"
③ “When l say`Oh!No!',you say`I'nl hungry!!'"
(2)Casts:
Envelope l(boy):.¨..… …………・hOmeroom teacher
Envelope 2(gingerbread man)。A¨LT
Envelope 3(dog).………………¨ ・¨  V01unteer l
Envelope 4(Inonkey).¨..¨ ・¨  V01unteer 2
Envelope 5(fox)。¨¨ …¨ ………   VOlunteer 3
(3)Materials
① 5envelopes
② Paper puppets
(gingerbread lnan,boy,dog,Inonkey,fox)
③ egg,milk,butter,flour,bowl,whisk
(4)Story
l.Once upon a tilne,,,There is a.…
2.ガサガサガサ…・“What is it?"(Envelope l)“A boy。"“It's a bOy."
3.“Oh,No!''  ``I'm hungryl''
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4.“He said...UInmm.…Oh!Cooking!!"
5.So he came back to his house。(mov ng th  paper puppet)(Bowl,Whisk)
6.  カトナガサガサ・・・“What is it?"  ``Milk!''“It's milk." (picking up IIlilk)
ガサガサガサ …。“What is it?" “Bu ter!"“It's butter."(picking up butter)
ガサガサガサ  “What is it?"“An egg"“It's an egg。"(picking up an egg)
ガサガサガサ  “What is it?"“Flour!"“It's■our."(picking up an flour)
(ここで 「小麦粉 と花の英語の音声が同 じ」 こ とについて気づ く児童が多い。
気づいた こ とについて褒 め,この よ うに同音 であるものが英語 に もあることを伝
える。 表記 が違 うことについて も軽 くふれてお く。 )
7.“Then mix,mix,mix..."(pretending to mix it)
“Mix,Illlix,mix,,,"  (pretending to knead it )
8.Finally,he put it into an oven.
9.“OK!Ummm..."
10.“Oh,good smell!"
11.∫(Oven's sound)“Oh!It's just finished!!''
12.He tried to open it.So.…
13.ガサガサガサ …・“What is it?"(Envelope 2)
14.``It's.…a gingerbread IIlan!!"
15。Suddenly,the gingerbread lnan began tO escape!
16.“Pyu一nnn!''“Run!Run!Run!''“Run!Run!''
(Running around the classroom.)
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17.The boy said,
18.“Oh!Nol''  ``I'In hungry!''
19.The boy was chasing the gingerbread nlan。(chas ng it!)
``No,No,No,   Wait,wait,wait.…''
20.``Unll■?There is something….''
21.ガサ ガサガサ …・ “What is it?"(Envelope 3)“It's a dOg!"
22.The dog said.…
23.“Oh!No!''  “I'ln hungry!"
24.But the gingerbread man began to escape!
25.“Pyu…nnn!"  “Runl Run!Run!''“!Run!Run!''
(Running around the classroom.)
26.The boy and the dog were chasing the gingerbread IIllan!
(chasing it!)
``No,No,No.   Wait,wait,wait.…"
27.``Unlm?There is something….''
28.ガサガサガサ …・ “What is it?"(Envelope 4)“It's a mOnkey!"
29.The lnonkey said.…
30.``Oh!No!''  ``I'lln hungry!''
31.But the gingerbread IIIlan began to escapel
32.“Pyu…nnn!" ``Run!Run!Run!''“Run!Run!Run!''
(Running around the classroom.)
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33.The boy and the dog and the lnOnkey were chasing the gingerbread IIllan!
(chasing it!)
``No,No,Noo   Wait,wait,wait.…''
34.ガサガサガサ …。“What is it?"(草の所か ら出て くる)“It's a fOx."
35.But the fox said,
36.``I'llll■Ot hungry.So l can help you.''
37.“Really?''
38.“Yes!!"
39.“Oh,thank you!!"
40.``Please sit on lny back!I'1l take you!!''
41.“Oh,thank youl!"
42.So the gingerbread lnan sat on his back.
43.“Oh,I relax."
44.
45.  There was a big river in front ofthem.
(drawing a river's picture on the blackboard)
46.The gingerbread man said,
47.“Oh,no.…I can't swim.…"
48.The fox said,
49.``OK.OK.I can help you!I can swiln!!''
50.“Really?''
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51.“Yes!!"
52.“Oh,thank you!!"
53.The fox swam and swaIIl and swam.
54.The rlver was deeper and deeper.…
55.The gingerbread l■an sai ,
56.“Oh,No!!I'm wet,I'm wet!!"
57.The fox said,
58.“OK.OK.I can help you!Please sit on llny headl''
59.“Really?''
60.“Yes!!"
61.“Oh,thank you!!"
62.Then the gingerbread lnan sat on his head.
63.The gingerbread llllan said,
64.``Oh!It's very dangerous!!Bad balance!!Please help me!!
65.``()K.OK.I can help you!Please sit on my nose near lny mouth!!Good
balance therell''
66.“Really?''
67.“Yes!!"
68.“Oh,thank you!!"
69.So the gingerbread IInan sat on his nose near his llnouth.
70.“OK….……・"
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71.Suddenly the fox laughed.
72.“Ha!Ha!Ha!!"(laughing darkly)
“It's a trick.…"
73.''Actually, じて)は・ ・ ・I'nl very hungry!!!
74.“The gingerbread man,thank youH Ahhhh.…"(opening his llllouth)
75.“No,No,No,No,No,No,Nol Wait,Wait,Wait,Wait!NO0000!!"
76.``Thank youl See you,the gingerbread lnan!!"
77.That's why the Gingerbread Man was eaten by the fox。
78。こんなわけで,ジンジャーブ レッ ドマ ンはきつね に食べ られ て しまいま した と
さ。 めでた しめでた し――。
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資料Ⅲ  スキット  台本
① The title(題):「ふ くらんでる ?」
登場人物 :ナレーター,A,B,C(Cは,ポケ ッ トにお金を入れてお く)
ナ レーター :「3人は,家に帰つてきま した。」
A:「あ―今 日もつかれたなあ―。」
B:「(Cに向かつて)あれ? どうしたん ?」
C:「え,何?」
A:「なんか 。・・ ポケ ッ トふ くらんでない ?」
B:「見てみたら?」
C:「うん,そうやね。」
(といいながら,ポケッ トに手をつつこむ。)
(ゆつくりと 0。・・ お金を 1たばずつ出す・ 0。。)
A:「え !。」
B:「何なんそれ ?“What is it?"」(見ている児童 も後について発話する。)
② The title(題):「テス ト」
登場人物 :先生,子どもA,子どもB,子どもC
先生は右側 (ろうか側),子ども役は左側 (まど側)に立つ。
先生 :「はい,今からテス トするで―.」
A:「え―。やばいわ。」
B:「どんなテス トかな。」
C:「ちょつときんちょうするわ―。」
先生 :「はい,静かに。今からテス ト配るで―.」 (テス トの紙を配る。)
A,B,C:(鉛筆を持つて,テス トをやつているふ りをする。)
A:「(テス トを見てお どろく)え― ?」
B:「(テス トを見てお どろく)見たことない問題いつぱいある― !」
C:「(テス トを見てお どろく)何これ― !What i8 it?」(他の児童 も発話。)
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③ The title(題):「おや ?」
登場人物 :ナレーター,A,B,C
ナ レーター :「あれ?Aさんが 00・どうかしたのでしょうか。」
A:「(三角すわりで,頭を下にしている。)」
(BとC,楽しそ うに右から歩いてくる。)
B:「さつきの休み時間,おもしろかつたな― !」
C:「うん,おもしろかつたな―。また遊ぼうな―。」
B:「(Aに気づく。)あれ,どうしたんかな。 どうしたん。」
A:「うん 000。」
C:「なんかあったんかな。」
B:「どうしたんかな?(Aさんに近づく)」
C:「(Aさんの肩を トン トンとたたく)。
なあなあ。 どうしたん ?What is it?」(他の児童も発話。)
④ The title(題):「電話」
登場人物 :ナレーター,電話の音,A,B,
AとBが楽 しく会話 している。
A:「それで さあ―。」
B:「うん うん。」
ナ レーター :「その時,Aさんに電話がかかつてきま した。」
電話の音 :「プルルルル,プルルルル,プルルルル。」
A:「あ,ごめん,電話かかつてきた。ちょつと待つてな。」
B:「いいよ一。待つとくわ―。」
A「はい。・・ うん。 …。うん 。・・。 うん 。・・。
・・・・・・ (突然大きい声で)え―?ほんまに?!」
「・ 。・ わかつた。 じゃ―ね―.」 (電話を切 るふ り。)
B:「なになに?どうしたん ?What is it?」(他の児童も発話。)
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⑤ The title(題):「? !」
登場人物 :ナレーター,A,B,C
ナ レーター :「AとBとCが話を しています。」
A:「今 日も一 日終わつたな―。」
B:「ほんまやな―。」
C:「いろいろ遊べたな―。」
A:「うん。今度,家でもやろ う―。」
B:「ほんまやなあ。」(なごやかに話をしている。)
C:「(とつぜん,何かを思い出したように)あ!そうやつた !」
(C,勢いよく走って教室を出る。)
A:「・ 。・ ◆・。(ぼうぜんとして,Cが行つた方向を見る)」
B:「。・・・・・。(ぼうぜんとして,Cが行つた方向を見る)」
A:「え 。・ 0。」
B:「何なんやろう・・ O Whatis it?(他の児童も発話。)
⑥ The title(題):「ん ?」
登場人物 :ナレーター,UFOを動か して音を言 う人,A,B
ナ レーター :「夜の空がきれいです。」
A:「楽 しかつたね。」(右からBと一緒に歩いて くる)
B:「うん,楽しかつたね !」
UFOを持ったまま,左か ら右に行つて,右か ら左に戻る。
UFO:「ヒュンヒュンヒュンヒュン。」
A:「え?(言いなが ら目をこすつて,もう一度見る。)」
B:「なんかよく見えなかった。(言いなが ら目をこすつて,もう一度見る。)」
UFOを持つたまま,もう一度左に行つて右にもどる。
UFO:「ヒュンヒュンヒュンヒュン。」
A:「え 。・・・・。今,何か見えたような 。・・ 」
B:「何やろ う。。・ ??・・・・What is it?」(他の児童も発話。)
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⑦ The title(題):「なになに― ?」
登場人物 :ナレーター,A,B,C
ナレーター :「AとBが話をしています。」
A
B
A
B
A
B
A
C
A
B
C
「今度 3人でどこ遊びに行 く?」
「映画とかどうかな ?」
「え―。けどもうみたやん。」
「そ うやんなぁ。。。」
「どうする ?」
「Cにも聞いてみなあかんよな―.」
とBがしゃべっていると,Cが元気に歩いてくる。
「あ― !おはよう―。何か しゃべってたん― ?」
「あ,ちょうどいい所に来た来た一 !」
「あんなあんな―・・・ .」
「なになに―?どうしたん ?What is it?」(他の児童 も発話。)
title(題):「もじもじ」
登場人物 :ナレーター,A,B,C
―ター :「AとBは,Cに何か言いたいみたいです。」
「あの―――――。。。」(Cに向かつてもじもじ言 う。)
「その―――――。。。」(Cに向かつてもじもじ言 う。)
「なに― ?」
「あの―――――。..」(Cに向かつてもじもじ言 う。)
「その―――――。。.」 (Cに向かつてもじもじ言 う。)
「なんなん― ?」
「あの―――――。。。」(Cに向かつてもじもじ言 う。)
「その―――――。。。」 (Cに向かつてもじもじ言 う。)
C:「だから何― ?What is it?」(他の児童も発話。)
③ The
ナ レ
A
?
?
?
?
?
?
?
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⑨ The
ナ レ
A
B
A
B
A
B
C
title(題):「ありがとう !」
登場人物 :ナレーター,A,B,C
―ター :「勇気を出して,プレゼン トをわたすみたいです。」
「あの…・。せんぱい。」
「プレゼン トを買つてきたんです !」
「いっしょうけんめい選んできました !」
「せんぱいがよろこぶと思つて,買つてきました !!」
「もらつてください !!」
「ぜひ毎 日使つてください !!」(わたす。)
(ちょつと間をあけて)
「あ―…・。 うん。Thank you(サンキュー)一―一。」
「何やろう!!…。What is it?」(他の児童も発話。)
(ゆつくり・・ 0。出す 。・・。)「・・ 。・・・。」
⑩ The title(題):「先生 !」
登場人物 :ナレーター,A,B,C
ナレーター :「先生に何か用事があるみたいです。」
A
B
C
A
B
「先生一―― !!(本当に担任の先生をよんで,前に来てもらう。)」
「先生いつもお世話になっています。」
「ありがとうございます― !」
「先生に感謝の気持ちをこめてプレゼン トを用意 しました。」
「どうぞ !もらつてください !」
C:「目をつぶつて,そ―っと中のものを取 り出 してください !」
(先生には中のものが見えないように,気をつける。)
(担任の先生には,準備の時にばれないように,気をつける。)
担任の先生 :「何 これ― !What is it?J(他の児童 も発話。)
